
古
井
喜
実
と
日
中
国
交
正
常
化
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l
l
L
T
・
M
T
貿
易
の
延
長
線
か
ら
見
る
日
中
国
交
正
常
化

鹿

雪

’k火

宝

【
要
約
】
　
日
中
国
交
正
常
化
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
の
殆
ど
は
、
外
交
の
表
舞
台
に
立
っ
た
政
府

酋
脳
の
政
策
決
定
過
程
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
外
交
の
表
舞
台
に
は
出
な
い
古
井
喜
実
ら
自
民
党
内
親
中
派
の
役
割
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

古
井
の
役
割
を
高
く
評
価
す
る
研
究
も
あ
る
が
、
古
井
が
国
交
正
常
化
の
過
程
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
行
な
い
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

の
か
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
副
次
的
な
対
象
と
し
て
捉
え
る
に
比
ま
っ
て
い
る
。
日
申
国
交
正
常
化
の
過
程
に
お
い
て
、

田
中
角
栄
・
大
平
正
芳
と
中
国
側
と
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
、
ま
た
水
面
下
の
交
渉
者
と
し
て
、
親
中
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
古
井
が
、
い
か
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
か
を
実
証
す
る
こ
と
が
、
本
論
文
の
目
的
で
あ
り
、
古
井
に
代
表
さ
れ
る
自
民
党
内
親
中
派
が
果
た
し
た
役
割
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
位
置
付
け
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
三
巻
二
号
　
二
〇
…
○
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
日
中
国
交
正
常
化
に
つ
い
て
は
、
戦
後
日
中
関
係
の
通
史
に
お
い
て
各
側
面
、
各
角
度
か
ら
描
か
れ
て
お
り
、
実
録
的
な
本
も
い
く
つ
か
出

　
　
　
　
　
①

版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
〇
年
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
実
証
的
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
優
れ
た
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
六
月
、
日
本
外
務
省
は
「
田
中
総
理
・
周
恩
来
総
理
会
談
記
録
－
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
記
録
」
、
並



古井喜実と日中国交正常化（鹿）

び
に
「
大
平
外
務
大
臣
・
姫
鵬
飛
外
交
部
長
会
談
（
要
録
）
一
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
記
録
」
と
「
竹
入
メ
モ
」
と
呼
ば
れ
る
竹
入
義
勝
公
明

党
委
員
長
と
周
恩
来
総
理
と
の
会
談
記
録
を
公
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
外
交
文
書
の
公
開
と
と
も
に
、
日
中
国
交
正
常
化
に
関
す
る
研
究
が
格
段

の
深
化
を
み
せ
た
。
例
え
ば
、
段
三
軍
は
再
確
認
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
「
戦
争
状
態
終
結
の
時
期
に
つ
い
て
露
中
間
の
共
通
認
識
が
で
き
な

か
っ
た
」
こ
と
、
「
日
中
国
交
正
常
化
問
題
は
、
法
律
的
で
な
く
、
政
治
的
に
解
決
さ
れ
た
」
こ
と
、
申
国
側
は
「
平
和
条
約
よ
り
平
和
友
好

条
約
を
」
主
張
し
た
こ
と
、
「
台
湾
問
題
よ
り
国
際
問
題
、
と
り
わ
け
ベ
ト
ナ
ム
問
題
は
重
要
だ
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
を
論
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

日
中
圏
交
正
常
化
に
つ
い
て
再
考
し
た
。
添
谷
芳
秀
は
、
日
中
国
交
正
常
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
契
機
で
あ
る
米
中
和
解
に
関
す
る
米
国
の

外
交
記
録
と
日
中
国
交
正
常
化
時
の
日
本
の
外
交
記
録
を
使
っ
て
、
米
中
和
解
を
つ
ら
ぬ
く
国
際
政
治
の
論
理
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、
日
中
国
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

正
常
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
以
上
の
先
行
研
究
は
殆
ど
、
外
交
の
表
舞
台
に
立
っ
た
政
府
首
脳
の
政
策
決
定
過
程
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
日
中
国
交
正
常
化

は
、
確
か
に
田
中
の
「
決
断
と
実
行
」
は
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
田
川
誠
一
が
、
国
際
情
勢
の
大
き
な
流
れ
、
そ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
十
数
年
に
わ
た
る
両
国
関
係
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
積
み
重
ね
、
さ
ら
に
両
国
の
世
論
な
ど
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
外
交
の
表
舞
台
に
は
出
な
い
関
係
者
の
役
割
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
戦
後
日
本
歴
代
内
閣
の
中
国
政
策
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
体
制
に
基
礎
を
置
く
「
台
湾
選
択
」
を
基
本
方
針
と
し
た
た
め
、
日
中
間
の
交

流
は
、
主
と
し
て
野
党
や
革
新
系
民
間
団
体
、
保
守
陣
営
の
親
中
派
な
ど
に
よ
る
非
政
府
間
接
触
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
佐

藤
政
権
期
に
限
定
す
れ
ば
、
日
本
共
産
党
は
、
対
ソ
関
係
が
絡
ん
で
中
国
と
対
立
状
態
に
あ
り
、
日
本
社
会
党
も
一
九
六
四
年
一
〇
月
に
第
四

次
訪
中
代
表
団
を
派
遣
し
て
以
降
、
中
ソ
対
立
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
と
文
化
大
革
命
の
激
化
、
及
び
党
内
主
導
権
の
変
遷
に
よ
り
、
中
国
と
の
交

流
は
途
絶
え
、
七
〇
年
一
〇
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
第
五
次
訪
中
団
を
派
遣
す
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
公
明
党
は
よ
う
や
く
六
九
年
に

入
っ
て
、
新
し
く
日
中
友
好
促
進
団
体
に
参
加
し
て
き
た
に
す
ぎ
ず
、
中
国
接
近
の
是
非
に
つ
き
激
し
い
内
部
討
論
を
要
し
た
民
社
党
の
訪
中

は
、
七
二
年
越
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
日
中
交
流
に
貢
献
し
た
の
は
、
石
橋
湛
山
、
松
村
謙
三
、
高
碕
達
之
助
の
流
れ
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を
く
む
古
井
喜
実
、
田
川
誠
一
、
宇
都
宮
徳
馬
、
川
崎
秀
二
と
い
っ
た
自
民
党
内
親
中
派
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
九
年
秋
、
石
橋
、
松
村
の
訪
中
を
き
っ
か
け
に
形
成
さ
れ
た
自
民
党
内
親
中
派
は
、
六
二
年
＝
月
「
日
中
総
合
貿
易
に
関
す
る
覚

書
」
（
L
T
貿
易
）
の
調
印
に
漕
ぎ
つ
け
、
L
T
貿
易
の
発
展
に
努
め
た
。
し
か
し
、
佐
藤
栄
作
内
閣
に
な
る
と
、
佐
藤
内
閣
の
消
極
的
な
中
国

政
策
、
中
国
側
の
文
化
大
革
命
な
ど
の
影
響
で
、
古
井
ら
L
T
貿
易
関
係
者
は
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
た
。
と
く
に
L
T
貿
易
が
M
T
貿
易
に

変
わ
っ
た
一
九
六
八
年
か
ら
七
〇
年
に
か
け
て
の
貿
易
交
渉
は
非
常
に
難
航
し
、
古
井
ら
は
貿
易
交
渉
に
入
る
前
の
政
治
会
談
で
、
中
国
側
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
親
台
湾
派
の
厳
し
い
吊
る
し
上
げ
に
堪
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
苦
労
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
こ
の
パ
イ
プ
が
や
が
て
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
時
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　
松
尾
尊
莞
は
、
「
中
国
で
は
文
化
大
革
命
で
知
日
派
が
ほ
と
ん
ど
失
脚
し
、
日
本
で
は
親
台
湾
の
佐
藤
長
期
政
権
が
継
続
す
る
と
い
う
困
難

な
状
況
の
中
で
、
民
間
貿
易
の
形
で
、
か
ろ
う
じ
て
日
中
関
係
を
つ
な
ぎ
と
め
た
の
は
古
井
さ
ん
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
、
田
中
角
栄
首

相
の
出
現
と
い
う
劇
的
な
変
化
に
乗
じ
、
一
挙
に
日
中
国
交
回
復
を
実
現
さ
せ
る
舞
台
申
し
を
つ
と
め
た
の
も
古
井
さ
ん
で
あ
っ
た
」
と
述
べ

　
　
⑦

て
い
る
。
日
中
国
交
正
常
化
の
過
程
に
お
い
て
、
田
中
・
大
平
と
中
国
側
と
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
、
ま
た
水
面
下
の
交
渉
者
と
し
て
、
親
中
派

の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
古
井
が
、
い
か
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
、
史
料
に
即
し
て
実
証
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。

　
古
川
万
太
郎
は
、
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
自
民
党
と
野
党
に
よ
る
超
党
派
外
交
の
観
点
か
ら
、
日
中
国
交
回
復
の
過
程
を
克
明
に
記
述
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

古
井
が
果
た
し
た
役
割
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
実
証
研
究
と
し
て
は
、
別
枝
行
夫
が
、
竹
入
訪
中
を
促
し
、
日
本
側
の
最
終
草

案
作
成
に
も
関
与
し
、
中
国
側
と
共
同
声
明
案
文
の
最
終
的
詰
め
を
行
な
っ
た
古
井
の
日
中
国
交
正
常
化
に
お
け
る
行
動
に
触
れ
、
L
T
・
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

丁
貿
易
を
支
え
て
き
た
人
々
の
行
動
の
仕
上
げ
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
も
古
井
が
国
交
正
常
化
の
過
程

で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
行
な
い
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
副
次

的
な
対
象
と
し
て
捉
え
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
内
閣
は
違
っ
て
も
、
日
本
の
対
中
政
策
を
現
実
に
転
換
さ
せ
、
国
交
正
常
化
に
踏
み
切
っ
た
の
が
同
じ
自
民
党
政
権
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
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れ
ば
、
日
中
関
係
が
険
悪
化
し
た
佐
藤
政
権
の
も
と
で
も
、
L
T
・
M
T
貿
易
ル
ー
ト
を
通
じ
て
自
民
党
と
中
圏
と
の
政
治
的
な
パ
イ
プ
を
守

り
続
け
た
古
井
ら
の
果
た
し
た
役
割
を
、
副
次
的
な
も
の
と
し
て
簡
単
に
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
古
井
に
代
表
さ
れ
る
自
民
党
内
親
中

派
が
日
中
国
交
正
常
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
位
置
付
け
を
再
検
討
す
る
こ
と
が

本
論
文
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

古井喜実と日中国交正常化（鹿）

①
　
例
え
ば
、
古
川
万
太
郎
『
霞
中
戦
後
関
係
史
ノ
ー
ト
』
（
三
省
堂
、
　
一
九
八
三

　
年
）
第
四
章
、
同
『
日
中
戦
後
関
係
史
』
（
原
書
房
、
一
九
八
八
年
）
第
九
章
。

　
田
中
明
彦
『
二
巴
関
係
一
九
四
五
～
一
九
九
二
駄
（
東
京
大
学
磁
版
会
、
一
九
九

　
一
年
）
第
三
章
。
緒
方
貞
子
著
・
添
谷
芳
秀
訳
『
戦
後
日
中
・
米
中
関
係
幅
（
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
第
四
章
。
添
谷
芳
秀
『
日
本
外
交
と
中
国
　
｝

　
九
四
五
～
一
九
七
二
輪
（
慶
応
押
書
信
株
式
ム
ム
社
、
　
～
九
九
五
年
）
鱈
叩
六
章
・
。
・
水
野

　
信
利
『
天
皇
と
鄭
小
平
と
の
握
手
一
実
録
・
B
申
交
渉
秘
史
』
（
行
政
問
題
研

　
究
所
、
一
九
八
三
年
）
第
一
、
二
章
。
石
井
明
・
朱
建
栄
・
添
谷
芳
秀
・
林
暁
光

　
編
『
記
録
と
考
証
　
日
中
国
交
正
常
化
・
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
交
渉
睡
（
岩

　
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
等
。

②
例
え
ば
、
日
中
圏
交
正
常
化
に
関
す
る
日
本
側
の
政
策
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
、

　
緒
方
貞
子
が
霞
本
の
対
外
政
策
決
定
と
財
界
と
の
関
係
、
及
び
日
米
比
較
の
観
点

　
か
ら
、
臼
中
国
交
正
常
化
を
検
討
し
、
別
枝
行
夫
は
、
田
中
角
栄
訪
中
を
促
進
し

　
た
日
本
外
務
省
、
日
中
議
連
、
野
党
な
ど
の
政
策
形
成
者
と
非
公
式
接
触
者
に
焦

　
点
を
当
て
、
研
究
を
よ
り
精
緻
化
し
た
（
緒
方
貞
子
「
日
本
の
対
外
政
策
決
定
過

　
程
と
財
界
」
（
細
野
千
博
、
綿
貫
譲
治
編
『
対
外
政
策
決
定
過
程
の
日
米
比
較
撫

　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）
、
同
「
対
中
国
交
正
常
化
の
日
米
比
較
」

　
（
『
国
際
問
題
』
二
五
四
号
、
一
九
八
一
年
）
。
別
枝
行
夫
「
日
中
国
交
正
常
化
の

　
政
治
過
程
一
政
出
漁
定
立
と
そ
の
行
動
の
背
景
1
」
噛
国
際
政
治
軌
六
六
号
、

　
～
九
八
○
年
）
、
同
「
戦
後
日
中
関
係
と
非
公
式
接
触
者
」
（
『
国
際
政
治
暁
七
五

　
号
、
｝
九
八
三
年
）
）
。
ま
た
、
武
見
敬
三
は
自
由
民
主
党
の
政
策
決
定
過
程
の
複

　
合
性
に
注
目
し
て
、
そ
の
妥
協
の
構
造
を
さ
ぐ
る
視
角
か
ら
、
日
中
国
交
正
常
化

　
を
検
討
し
、
栗
山
尚
一
（
当
時
外
務
省
条
約
局
条
約
課
長
、
省
内
の
作
業
及
び
中

　
国
政
府
と
の
交
渉
に
参
画
）
は
中
国
政
府
が
提
起
し
た
「
復
交
三
原
則
」
を
、
日

　
本
外
務
省
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
考
察
し
た
（
武
見

　
敬
三
「
自
由
民
主
党
と
日
中
国
交
正
常
化
一
嵩
合
的
政
策
決
定
に
お
け
る
妥
協

　
の
構
造
i
」
（
慶
癒
義
塾
大
学
『
法
学
研
究
隔
五
四
巻
七
号
、
一
九
八
一
年
）
、

　
栗
山
尚
一
「
日
中
国
交
正
常
化
縣
（
『
早
稲
田
法
学
』
七
四
巻
四
号
、
一
九
九
九

　
年
）
）
。

③
股
燕
軍
「
県
立
国
交
正
常
化
過
程
の
再
検
証
－
日
本
外
務
省
の
公
開
資
料
か

　
ら
み
る
一
」
（
『
中
国
研
究
月
報
』
五
七
巻
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）
。

④
　
添
谷
芳
秀
「
米
中
和
解
か
ら
日
中
国
交
正
常
化
へ
一
口
綜
す
る
日
本
像
」
石

　
幕
明
面
杖
前
掲
書
、
三
三
三
～
三
五
一
頁
。
こ
の
外
、
胡
鳴
は
、
中
国
政
府
の
対

　
日
政
策
に
焦
点
を
あ
て
、
日
中
国
交
正
常
化
が
ど
の
よ
う
な
交
渉
に
よ
っ
て
実
現

　
し
、
今
日
の
日
中
関
係
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
せ
ん

　
と
す
る
問
題
意
識
か
ら
、
国
交
正
常
化
交
渉
の
政
治
過
程
の
検
証
を
試
み
た
（
胡

　
鳴
「
日
中
国
交
正
常
化
に
お
け
る
中
国
側
の
対
日
外
交
戦
略
」
（
『
国
際
公
共
政
策

　
研
究
㎞
＝
巻
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）
）
。
小
池
聖
一
は
｝
九
六
〇
年
代
か
ら
㎝
九

　
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
「
対
米
協
調
」
と
い
う
構
造
的
枠
組
み
の
も
と
で
、
「
二
つ

　
の
中
国
」
か
ら
コ
つ
の
中
国
扁
へ
と
B
本
の
対
中
政
策
が
大
き
く
変
化
し
た
転

　
換
点
と
し
て
日
中
国
交
正
常
化
を
と
ら
え
、
佐
藤
栄
作
内
閣
の
推
重
悦
三
郎
外
務

　
大
距
と
、
続
く
田
中
角
栄
内
閣
の
大
平
正
芳
外
務
大
臣
の
対
外
認
識
を
比
較
し
つ
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つ
、
そ
の
変
化
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
（
小
池
聖
一
「
「
大
平
外
交
」
の
形
成

　
－
日
中
国
交
正
常
化
を
め
ぐ
る
日
本
外
交
の
相
克
1
」
（
隅
国
際
協
力
研
究

　
誌
』
　
一
四
巻
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）
）
。

⑤
田
川
誠
一
『
日
中
交
渉
秘
録
田
川
日
記
～
十
四
年
の
証
言
撫
（
毎
日
新
聞
社
、

　
皿
九
七
三
年
、
以
下
『
田
川
日
記
』
と
略
す
）
三
八
五
頁
。

⑥
な
お
、
一
九
六
八
年
の
L
T
貿
易
交
渉
、
一
九
七
〇
年
の
M
T
貿
易
交
渉
の
経

　
緯
及
び
古
井
ら
親
中
派
の
動
き
と
役
割
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
井
喜
実
と
一
九

　
六
八
年
の
臼
中
」
T
貿
易
交
渉
」
（
『
史
林
撫
九
一
巻
五
号
、
二
〇
〇
八
年
）
、
門
古

　
井
喜
実
と
一
九
七
〇
年
の
日
中
M
T
貿
易
交
渉
偏
（
『
二
十
世
紀
研
究
酬
九
号
、
二

　
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑦
松
尾
尊
禿
編
噸
古
井
喜
實
遺
文
集
－
政
治
家
の
直
言
臨
（
日
中
友
好
会
館
、

　
｝
九
九
七
年
）
三
六
七
頁
。

⑧
古
川
前
掲
書
『
日
中
戦
後
関
係
史
』
第
九
章
。

⑨
別
枝
前
掲
論
文
門
罪
業
国
交
正
常
化
の
政
治
過
程
－
政
策
決
定
者
と
そ
の
行

　
動
の
背
景
一
」
。
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第
一
章
　
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
と
日
本
各
界
の
反
応

　
日
中
国
交
正
常
化
は
、
日
本
が
独
自
の
判
断
に
よ
っ
て
主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
実
現
さ
せ
た
と
い
う
よ
り
は
、
中
国
を
め
ぐ
る
世

界
情
勢
の
変
化
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
九
六
九
年
一
月
二
〇
日
に
成
立
し
た
ニ
ク
ソ
ン

政
権
は
秘
か
に
対
中
接
近
を
進
め
た
。
ア
メ
リ
カ
の
劇
的
な
政
策
転
換
は
、
七
一
年
四
月
九
日
に
名
古
屋
で
行
な
わ
れ
た
世
界
卓
球
選
手
権
大

会
に
参
加
し
た
米
国
選
手
団
の
訪
中
に
始
ま
り
、
岡
年
七
月
九
日
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
補
佐
官
の
秘
密
訪
中
と
七
月
十
五
日
の
米
中
接

触
に
関
す
る
声
明
（
第
～
次
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
）
、
さ
ら
に
、
七
二
年
二
月
二
～
日
の
こ
「
ク
ソ
ン
大
統
領
の
訪
中
と
二
月
二
七
日
の
上
海
コ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ユ
ニ
ケ
発
表
と
続
い
た
の
で
あ
る
。

　
頭
越
し
の
米
中
接
近
は
、
日
本
政
府
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
ア
メ
リ
カ
の
政
策
転
換
を
み
た
日
本
政
府
は
本
気
で
北
京
と
の
接
触
の
糸

口
を
求
め
る
工
作
を
開
始
し
た
。
佐
藤
は
香
港
総
領
事
の
岡
田
晃
を
通
し
て
北
京
と
の
接
触
を
図
り
、
中
国
情
報
通
の
江
閾
真
比
古
を
密
使
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
て
周
恩
来
と
の
接
触
を
図
ろ
う
と
し
た
。
ま
た
、
保
利
茂
幹
事
長
に
命
じ
て
、
訪
中
し
た
美
濃
部
亮
吉
東
京
都
知
事
に
周
恩
来
総
理
宛
の
書

　
　
　
　
　
　
　
　
③

簡
を
秘
か
に
託
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
努
力
も
日
本
が
七
一
年
秋
の
国
連
総
会
で
、
黒
蓋
代
表
権
問
題
に
つ
い
て
「
逆
重
要
事
項
指
定
方

⑧式
」
の
共
同
提
案
国
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
申
国
側
の
反
発
を
買
っ
た
た
め
に
、
実
を
結
ぶ
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。



、

古井喜実と日中国交正常化（鹿）

　
佐
藤
首
相
が
対
中
国
政
策
の
展
開
に
と
ま
ど
っ
た
の
は
、
動
き
出
し
た
ア
メ
リ
カ
の
真
意
が
掴
め
な
い
こ
と
、
国
民
政
府
と
の
関
係
調
整
に

自
信
が
な
か
っ
た
こ
と
、
日
米
安
保
条
約
と
中
国
と
の
関
連
、
そ
の
調
整
に
見
通
し
が
っ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
当
の
理
由

は
、
佐
藤
政
権
そ
の
も
の
が
自
民
党
親
台
湾
派
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
佐
藤
首
相
は
岸
信
介
、
賀
屋
興
宣
、
石
井

光
次
郎
、
船
田
中
、
灘
尾
弘
吉
ら
親
台
湾
派
重
鎮
の
意
向
を
無
視
で
き
な
い
立
場
に
あ
り
、
首
相
自
身
の
論
理
、
感
情
も
基
本
的
に
親
台
湾
派

　
　
　
　
　
　
⑤

と
同
質
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
中
国
の
国
連
復
帰
と
い
う
厳
粛
な
事
実
に
直
面
し
て
も
、
佐
藤
政
権
と
し
て
は
、
保
利
書
簡
や
、
中
共
と
い
う

呼
び
方
を
や
め
て
「
中
華
人
民
共
和
国
」
と
公
式
発
言
す
る
の
が
精
｝
杯
で
あ
っ
た
。

　
佐
藤
の
秘
書
官
で
あ
っ
た
楠
田
實
は
、
「
い
ま
に
な
っ
て
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
沖
縄
を
日
本
に
返
還
す
る
と
い
う
重
大

な
政
策
決
定
を
行
な
い
、
か
つ
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
を
外
交
上
の
至
上
課
題
と
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
米
中
接
近
は
当
然
の
帰
結

で
あ
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
わ
が
国
の
政
策
決
定
の
過
程
の
な
か
で
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
明
確
な
予
見
が
織
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
だ
け
に
、
七
月
一
五
日
の
ニ
ク
ソ
ン
声
明
は
、
わ
が
国
に
大
き
な
混
乱
を
巻
き
起
こ
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
日
本
の
外
務
省

内
に
も
、
米
中
接
近
の
可
能
性
を
事
前
に
予
見
し
て
い
た
者
は
い
た
。
す
で
に
一
九
五
〇
年
代
に
、
駐
米
大
使
を
務
め
た
朝
海
浩
一
郎
は
「
目

を
覚
ま
す
と
、
中
国
と
米
国
と
の
間
に
橋
が
架
か
っ
て
い
た
」
と
い
う
「
悪
夢
」
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
「
朝
海
の
悪
夢
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
六
〇
年
代
後
半
か
ら
、
米
中
接
近
が
遠
か
ら
ず
や
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
が
広
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
香
港
総
領
事
の
岡
田

晃
は
六
九
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
、
米
中
の
接
近
を
見
通
し
て
、
外
務
省
当
局
に
中
国
政
策
を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
七
〇
年
九
月
に
開

か
れ
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
公
館
長
会
議
に
お
い
て
、
米
中
接
近
の
可
能
性
を
力
説
し
た
が
、
愛
知
揆
～
外
相
か
ら
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
下
で

は
次
の
選
挙
ま
で
は
中
国
政
策
に
つ
い
て
は
大
き
な
転
換
は
な
い
、
ア
メ
リ
カ
が
対
中
国
関
係
に
お
い
て
日
本
を
飛
び
越
え
て
何
か
や
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

う
こ
と
は
絶
対
に
な
い
と
の
結
論
が
出
さ
れ
て
お
し
ま
い
と
な
っ
た
。

　
米
中
和
解
を
何
年
も
前
か
ら
予
見
し
て
い
た
一
人
に
、
古
井
喜
実
が
い
る
。
一
九
六
七
年
L
T
貿
易
協
定
が
断
絶
か
否
か
の
危
機
に
直
面
し

て
い
た
時
、
彼
は
、
「
（
」
T
貿
易
協
定
が
）
ひ
と
た
び
最
悪
の
事
態
に
陥
れ
ば
、
少
な
く
と
も
数
年
間
の
空
自
を
生
ず
る
。
そ
の
間
西
欧
の
経
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済
的
進
出
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
世
と
そ
の
后
に
来
る
極
東
情
勢
の
変
動
か
ら
日
本
が
取
り
残
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

恐
れ
も
な
し
と
し
な
い
」
と
心
配
し
て
い
た
。
六
八
年
三
月
三
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
北
爆
の
停
止
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
米
軍
撤
退
と

自
ら
の
引
退
声
明
を
発
表
し
た
。
古
井
は
、
こ
の
北
爆
停
止
は
や
が
て
ア
メ
リ
カ
が
対
中
政
策
を
一
八
○
度
の
方
向
転
換
を
す
る
第
一
歩
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
と
信
じ
、
そ
れ
以
来
米
中
雪
ど
け
近
し
と
い
う
予
測
を
し
て
き
た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
が
戦
争
に
耐
え
な
い
こ
と
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
は
遠
か
ら
ず
終
わ
る
と
断
書
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
済
ん
だ
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
き
っ
と
中
国
と
握
手
し
、
日
本
は
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ろ
う
と
危
惧
し
て
い
た
。

　
実
際
、
六
八
年
置
五
月
頃
か
ら
、
米
政
府
の
高
官
が
相
次
い
で
中
国
へ
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
米
中
央
情
報
局
長
官
が
米
国

大
統
領
選
挙
取
材
の
た
め
特
派
員
を
送
る
よ
う
中
国
に
呼
び
か
け
た
の
を
手
始
め
に
、
一
二
日
ニ
コ
ラ
ス
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ク
国
務
次
官
が
、

中
国
側
が
態
度
を
変
え
れ
ば
、
米
国
は
対
中
国
貿
易
の
再
開
を
検
討
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
さ
ら
に
同
日
、
ユ
ー
ジ
ン
・
ロ
ス
ト

ウ
政
治
問
題
担
当
国
務
次
官
も
、
中
国
側
が
米
国
に
対
し
設
け
て
い
る
種
々
の
障
壁
を
取
除
き
、
米
国
か
ら
の
交
流
、
接
触
の
呼
び
か
け
に
応

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ず
る
こ
と
を
要
望
し
た
。
こ
う
し
た
呼
び
か
け
の
背
後
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
平
和
後
の
ア
ジ
ア
、
あ
る
い
は
中
国
自
体
の
対
外
姿
勢
の
変
換
を
考

慮
し
て
、
将
来
ど
の
よ
う
な
事
態
に
で
も
対
応
出
来
る
よ
う
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
布
石
を
し
て
お
こ
う
と
の
配
慮
が
働
い
て
い
た
。

　
日
中
関
係
に
携
わ
っ
て
い
る
古
井
は
こ
れ
に
関
心
を
寄
せ
、
特
に
ニ
ク
ソ
ン
政
権
成
立
後
の
対
中
接
近
政
策
の
展
開
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

七
〇
年
に
、
古
井
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
収
拾
は
米
・
中
が
接
近
し
て
、
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
米
中
和
解

が
成
立
す
れ
ば
、
い
や
が
応
で
も
日
本
の
政
治
路
線
は
変
り
、
二
年
後
に
は
、
日
本
の
政
治
に
非
常
に
大
き
な
変
動
が
起
こ
る
と
断
言
し
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
予
想
さ
れ
る
国
際
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、
日
本
人
は
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
他

方
で
彼
は
、
佐
藤
内
閣
の
下
で
は
、
中
国
問
題
は
進
展
し
な
い
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
遅
れ
、
日
本
だ
け
が
世
界
の
孤
児
に
な
り
は
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
と
の
懸
念
を
示
し
て
も
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
古
井
は
六
七
年
以
来
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
行
方
を
予
書
し
、
六
八
年
に
は
、
近
い
将
来
の
米
中
雪
ど
け
は
必
至
で
あ
る
こ
と
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を
力
説
し
た
が
、
耳
を
傾
け
る
者
は
党
内
に
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
国
際
情
勢
は
ま
さ
に
彼
が
予
見
し
た
通
り
に
推
移

し
た
の
で
あ
っ
だ
。

　
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
日
中
問
題
に
対
す
る
日
本
国
内
の
論
議
を
再
燃
さ
せ
る
と
と
も
に
、
台
湾
問
題
を
中
心
と
し
て
自
民
党
内
親
台

湾
派
と
親
中
派
と
の
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
例
え
ば
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
あ
る
討
論
会
に
お
い
て
、
「
台
湾
は
中
華
人
民
共
和
国

の
領
土
で
は
な
い
。
現
実
に
二
つ
の
中
国
が
存
在
す
る
事
実
は
無
視
で
き
な
い
。
国
連
か
ら
の
国
府
追
放
に
は
反
対
だ
」
と
い
う
主
張
と
、

「
台
湾
は
中
国
の
～
部
で
あ
り
、
中
国
の
正
統
政
府
は
中
華
人
民
共
和
国
し
か
な
い
。
中
国
の
国
連
参
加
を
は
ば
む
よ
う
な
動
き
は
と
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
が
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ
た
。
番
組
内
で
賀
屋
興
宣
が
「
台
湾
に
つ
い
て
、
日
本
は
領
土
権
を
放
棄
し
た
が
、
だ
れ
の

と
こ
ろ
に
や
っ
た
か
決
ま
っ
て
い
な
い
。
現
実
に
は
蒋
介
石
が
支
配
し
て
い
る
。
台
湾
を
含
め
て
中
国
政
府
が
代
表
す
る
と
い
う
の
は
間
違
い

だ
」
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
古
井
は
「
台
湾
を
中
国
の
一
部
と
す
る
見
解
は
す
で
に
大
多
数
に
な
っ
て
い
る
。
米
国
は
軍
事
力
で
台
湾
を

保
持
し
、
中
国
を
封
じ
込
め
で
つ
ぶ
そ
う
と
二
十
年
も
や
っ
た
が
ダ
メ
だ
っ
た
。
だ
か
ら
も
う
政
策
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
反
論
し
た
。
そ
し
て
、
「
三
十
数
年
間
も
国
家
と
し
て
の
権
利
義
務
を
行
使
し
、
独
立
国
家
と
し
て
や
っ
て
き
た
台
湾
を
国
際
社
会
か

ら
追
放
す
る
の
は
“
国
家
的
殺
人
。
。
非
”
だ
。
国
連
の
除
名
規
定
に
な
い
も
の
で
抹
殺
す
る
気
か
」
と
す
る
賀
屋
に
対
し
て
、
古
井
は
「
台
湾
は

自
力
で
な
ら
と
っ
く
に
つ
ぶ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
か
ば
っ
て
き
た
の
だ
。
世
界
は
強
者
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

　
　
　
　
　
⑭

だ
」
と
述
べ
た
。

　
自
民
党
の
対
中
姿
勢
は
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
来
大
き
く
変
わ
っ
た
。
当
時
の
自
民
党
を
中
国
認
識
で
色
分
け
す
る
な
ら
、
A
グ
ル
ー
プ

は
覚
書
貿
易
の
パ
イ
プ
を
繋
い
で
来
た
狭
い
意
味
で
の
親
中
派
、
B
グ
ル
ー
プ
は
日
中
議
連
の
メ
ン
バ
ー
、
C
グ
ル
ー
プ
が
三
木
武
夫
、
大
平

正
芳
、
申
曽
根
康
弘
ら
の
反
佐
藤
グ
ル
ー
プ
、
D
グ
ル
ー
プ
は
形
勢
観
望
派
、
そ
し
て
E
グ
ル
ー
プ
が
佐
藤
首
相
と
そ
れ
を
支
持
す
る
主
流

派
・
親
台
湾
派
と
い
う
ふ
う
に
わ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
沈
黙
を
守
り
続
け
て
来
た
C
グ
ル
ー
プ
の
実
力
者
た
ち
が
公
然
と
「
逆
重
要
事
項
反

対
」
を
声
明
し
、
対
中
打
開
に
積
極
的
な
玉
門
を
し
は
じ
め
た
こ
と
で
、
自
民
党
内
で
は
「
ア
ル
バ
ニ
ア
族
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
A
、
B
グ
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ル
ー
プ
の
旗
色
が
ぐ
ん
と
よ
く
な
っ
て
き
た
。

　
一
年
半
前
の
七
〇
年
四
月
、
古
井
が
覚
書
貿
易
交
渉
を
五
〇
二
間
も
か
か
っ
て
よ
う
や
く
ま
と
め
あ
げ
、
北
京
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
の
党
内

ム
ー
ド
と
比
べ
る
と
、
こ
の
変
化
は
「
劇
的
」
と
さ
え
い
え
た
。
国
連
代
表
権
を
め
ぐ
っ
て
親
中
派
と
親
台
湾
派
の
論
戦
は
依
然
続
い
て
い
た

が
、
そ
の
論
議
は
、
七
〇
年
春
の
時
と
は
、
よ
ほ
ど
違
っ
て
い
た
。
親
台
湾
派
議
員
が
党
の
会
合
で
長
広
舌
を
ふ
る
い
は
じ
め
る
と
「
も
う
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
、
も
う
い
い
」
と
発
言
を
遮
ら
れ
、
退
席
者
が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
出
る
と
い
う
光
景
す
ら
み
ら
れ
た
と
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

　
㏄
方
、
経
済
界
に
お
い
て
も
、
反
共
、
反
中
国
の
政
治
家
、
財
界
人
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
日
華
協
力
委
員
会
（
足
立
正
会
長
）
と
日
韓
協
力

委
員
会
（
岸
信
介
会
長
）
が
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
お
り
で
、
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。
中
国
は
日
華
、
日
韓
両
協
力
委
へ
出
席
す
る
企
業

　
　
　
　
⑯

は
周
四
条
件
に
違
反
す
る
と
し
て
、
日
中
貿
易
か
ら
締
出
す
政
策
を
と
り
、
新
日
本
製
鉄
を
は
じ
め
、
三
菱
重
工
、
東
芝
な
ど
の
参
加
企
業
が
、

そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
て
、
新
日
本
製
鉄
を
は
じ
め
、
日
本
航
空
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
な
ど
が
、

七
一
年
七
月
末
に
開
か
れ
た
日
華
協
力
委
第
～
回
常
任
委
員
会
と
日
韓
協
力
委
第
三
圓
総
会
へ
の
出
席
を
取
り
止
め
た
。
保
守
的
な
財
界
首
脳

さ
え
「
北
京
を
正
統
政
府
と
認
め
、
台
湾
を
越
え
て
、
日
中
復
交
に
つ
と
め
る
べ
き
だ
」
（
小
林
中
ア
ラ
ビ
ア
石
油
会
長
）
、
「
勝
負
は
決
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

よ
う
な
も
の
だ
」
（
永
野
重
雄
新
日
本
製
鉄
会
長
）
と
一
斉
に
日
華
、
日
韓
両
協
力
委
に
背
を
向
け
だ
し
た
の
で
あ
る
。
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①
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
著
・
松
尾
文
夫
、
斎
田
～
路
訳
『
ニ
ク
ソ
ン
回
顧
録

　
①
栄
光
の
日
々
㎏
（
小
学
館
、
一
九
七
八
年
夏
第
七
章
、
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ

　
ン
ジ
ャ
ー
著
・
斎
藤
弥
三
郎
等
訳
『
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
秘
録
③
　
北
京
へ
飛
ぶ
臨

　
（
小
学
館
、
一
九
八
○
年
）
第
一
八
、
一
九
章
、
な
ど
が
詳
し
い
。
な
お
、
米
申

　
和
解
の
力
学
と
過
程
に
関
す
る
考
察
は
、
緒
方
貞
子
著
・
添
谷
芳
秀
訳
前
掲
書
第

　
三
章
、
添
谷
前
掲
書
第
六
章
な
ど
が
詳
し
い
。
増
田
弘
編
著
『
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
と

　
冷
戦
構
造
の
変
容
：
米
中
接
近
の
衝
撃
と
周
辺
諸
国
踵
（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、

　
二
〇
〇
六
年
）
は
、
単
名
の
研
究
者
の
共
同
研
究
の
成
果
を
収
録
し
、
公
開
間
も

　
な
い
米
国
政
府
資
料
や
関
係
各
国
政
府
の
一
次
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
、
戦
後
の

　
冷
戦
構
造
を
変
容
さ
せ
た
米
中
接
近
の
経
緯
を
解
明
し
、
そ
の
周
辺
諸
国
に
対
す

　
る
影
響
や
歴
史
的
意
義
を
多
角
的
に
論
じ
て
い
る
。

②
岡
田
晃
ル
…
ト
に
つ
い
て
は
、
岡
田
晃
『
水
鳥
外
交
秘
話
あ
る
外
交
官
の
証

　
言
輪
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）
七
四
一
八
六
、
九
四
～
～
三
四
頁
が
詳
し

　
い
。
密
使
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
『
佐
藤
栄
作
日
記
隅
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七

　
年
）
四
＝
一
一
、
四
六
四
、
四
七
四
頁
　
同
魍
日
記
五
』
七
三
、
一
七
六
頁
が
詳
し

　
い
。
な
お
、
一
九
七
一
年
七
月
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
訪
中
発
表
の
後
、
佐
藤
が
中

　
国
と
の
接
触
を
模
索
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
緒
方
貞
子
著
・
添
谷
芳
秀
訳
前
掲

　
書
七
一
一
七
三
頁
、
衛
藤
溶
吉
凹
佐
藤
栄
作
』
（
時
事
通
信
社
、
一
九
八
七
年
）
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二
四
一
⊥
　
四
二
頁
な
ど
も
詳
し
い
。

③
保
利
書
簡
に
お
い
て
保
利
が
、
「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
中
国
を
代
表
す
る

　
政
府
で
あ
り
、
台
湾
は
中
国
国
民
の
領
土
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
の
に
対

　
し
、
周
恩
来
は
、
①
北
京
政
府
を
申
国
の
正
統
政
府
と
認
め
て
い
る
が
“
唯
一
”

　
と
は
雷
っ
て
い
な
い
。
②
台
湾
を
中
国
の
領
土
と
し
て
認
め
て
い
る
が
、
台
湾
の

　
独
立
運
動
に
対
す
る
考
え
が
定
か
で
な
い
と
の
理
由
で
門
信
用
で
き
な
い
」
と
突

　
っ
ば
ね
た
（
保
利
茂
『
戦
後
政
治
の
覚
書
㎞
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
、
一

　
三
〇
頁
）
。
な
お
、
国
交
回
復
後
の
一
九
七
五
年
～
月
保
利
が
訪
中
し
た
と
き
、

　
当
時
入
院
中
だ
っ
た
周
恩
来
は
病
院
で
保
利
に
会
見
し
、
「
保
利
書
簡
」
に
触
れ
、

　
「
あ
の
と
き
は
申
し
わ
け
な
い
こ
と
を
し
ま
し
た
。
当
時
、
佐
藤
首
相
は
台
湾
に

　
た
い
し
て
違
っ
た
考
え
を
お
持
ち
で
し
た
か
ら
、
私
は
あ
な
た
の
お
手
紙
を
お
か

　
え
し
し
た
の
で
す
」
と
述
べ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
保
利
を
深
く
感
動
さ
せ
た
と
い

　
う
（
孫
平
化
著
・
安
藤
彦
太
郎
訳
『
日
本
と
の
三
〇
年
　
中
日
友
好
随
想
録
輪
講

　
談
社
、
一
九
八
七
年
、
二
工
船
頁
）
。

④
中
国
代
表
権
問
題
は
、
一
九
七
〇
年
＝
月
に
国
連
第
二
五
回
総
会
で
の
採
決

　
の
結
果
、
「
中
国
招
請
・
国
府
追
放
」
の
ア
ル
バ
ニ
ア
決
議
案
が
賛
成
多
数
と
な

　
り
、
そ
れ
ま
で
日
米
両
国
が
と
っ
て
き
た
重
要
事
項
指
定
方
式
（
北
京
を
舶
盟
さ

　
せ
る
場
合
は
普
通
の
決
議
に
必
要
な
過
半
数
で
な
く
三
分
の
二
の
賛
成
を
必
要
と

　
す
る
）
で
は
対
応
し
切
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
七
～
年
秋
の
第
二
六

　
國
総
会
ま
で
に
、
米
國
は
「
二
重
代
表
制
」
（
北
京
と
台
湾
双
方
を
国
連
意
加
盟

　
さ
せ
る
方
式
）
、
門
田
重
要
事
項
指
定
方
式
」
（
台
湾
を
国
画
か
ら
追
放
す
る
場
合

　
三
分
の
二
の
賛
成
を
要
す
る
）
を
打
ち
出
し
、
日
本
は
両
決
議
案
の
共
同
提
案
国

　
と
な
っ
た
。
七
一
年
一
〇
月
二
五
臼
、
国
連
総
会
で
逆
重
要
事
項
指
定
決
議
案
は

　
否
決
さ
れ
、
ア
ル
バ
ニ
ア
案
が
可
決
さ
れ
、
中
国
の
国
連
加
盟
が
決
ま
っ
た
。

⑤
早
坂
茂
三
欄
政
治
家
田
中
角
栄
』
（
中
央
公
論
社
、
～
九
八
七
年
）
三
六
一
頁
。

⑥
楠
田
實
『
首
席
秘
審
官
佐
藤
総
理
と
の
一
〇
年
間
籔
（
文
藝
春
秋
、
一
九
七

　
五
年
）
　
一
一
一
頁
。

⑦
岡
田
前
掲
書
、
九
七
頁
。
な
お
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
後
の
時
期
に
お
い

　
て
、
日
本
政
府
（
外
務
省
）
・
自
民
党
は
三
度
（
一
九
六
九
年
＝
一
月
一
画
七
〇

　
年
二
月
、
同
年
＝
月
～
翌
七
一
年
二
月
、
同
年
一
〇
月
～
一
一
月
）
に
わ
た
り

　
対
中
接
近
政
策
を
模
索
し
た
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
増
田
弘
論

　
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
①
沖
縄
問
題
に

　
集
中
し
、
国
交
正
常
化
を
含
め
た
日
中
関
係
改
善
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

　
国
民
政
府
と
の
問
の
国
際
信
義
や
蒋
介
石
恩
義
論
な
ど
を
重
視
す
る
佐
藤
首
相
の

　
基
本
姿
勢
、
②
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
…
た
る
首
稲
の
真
意
が
不
明
確
な
た
め
、
外
務
当

　
局
が
判
断
に
苦
慮
し
た
こ
と
や
、
日
申
接
触
に
関
す
る
外
務
当
局
の
楽
観
的
な
情

　
勢
分
析
、
米
中
接
近
の
可
能
性
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
外
務
省
の
問
題
、
③
日

　
米
中
三
ヶ
国
が
、
霞
本
は
日
中
関
係
よ
り
も
日
米
関
係
を
、
中
国
は
霞
中
関
係
よ

　
り
も
米
中
関
係
を
、
米
国
は
日
米
関
係
よ
り
も
米
中
開
学
を
優
先
し
た
こ
と
、
な

　
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
増
繊
弘
「
米
中
接
近
と
田
本
i
日
本
政
府
（
外
務

　
省
）
・
自
昆
党
の
対
中
国
接
近
政
策
の
失
敗
扁
増
田
弘
編
著
前
掲
書
、
第
五
章
）
。

⑧
「
A
A
研
究
会
に
お
け
る
発
醤
要
旨
」
（
一
九
六
七
年
＝
万
向
山
日
）
『
古
井

　
喜
実
醤
蝦
認
。

⑨
古
井
喜
実
『
日
中
十
八
年
一
一
政
治
家
の
軌
跡
と
展
切
蓋
（
牧
野
出
版
、
一

　
九
七
八
年
）
九
一
～
九
二
頁
。

⑳
『
県
政
新
聞
』
一
九
六
八
年
四
月
上
中
旬
合
併
号
（
一
五
日
発
行
）
。

⑪
『
朝
日
新
聞
塩
一
九
六
八
年
五
月
二
五
目
。

⑫
『
県
政
新
聞
睡
一
九
七
〇
年
五
月
下
旬
号
（
二
五
日
発
行
）
。
隅
日
中
漁
協
情
報
』

　
第
九
号
、
　
～
九
七
〇
年
七
月
三
一
日
。
『
み
な
と
新
聞
盛
　
一
九
七
〇
年
八
月
四
日
。

⑬
欄
県
政
新
聞
』
一
九
七
一
年
第
菅
写
。

⑭
隅
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
一
九
七
一
年
八
月
二
九
日
。

⑮
　
噸
毎
日
新
聞
睡
一
九
七
～
年
｝
○
月
一
四
日
。

⑯
　
九
七
〇
年
囚
月
一
九
日
に
周
恩
来
が
提
示
し
た
も
の
で
、
①
南
朝
鮮
、
台
湾

　
の
メ
ー
カ
…
、
商
社
と
交
易
し
て
い
る
も
の
は
相
手
に
し
な
い
、
②
南
朝
鮮
、
台
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湾
に
多
額
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
相
手
に
し
な
い
、
③
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン

ド
シ
ナ
侵
略
に
兵
器
・
弾
薬
を
提
供
し
て
い
る
企
業
は
素
手
に
し
な
い
、
④
日
本

に
あ
る
米
B
合
弁
企
業
及
び
そ
の
子
会
社
は
相
手
に
し
な
い
、
で
あ
っ
た
（
鮫
島

　
敬
治
『
八
億
の
友
人
た
ち
一
日
申
国
交
回
復
へ
の
道
㎞
日
本
経
済
新
聞
社
、

　
九
七
一
年
、
一
七
九
～
一
八
○
頁
）
。

⑰
『
毎
B
新
聞
』
一
九
七
～
年
七
月
二
三
日
、
八
月
　
日
。
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第
二
章
　
高
ま
る
日
中
国
交
正
常
化
の
気
運
と
自
民
党
内
親
中
派

第
一
節
　
日
中
国
交
回
復
派
の
拡
大
と
自
民
党
内
親
中
派
の
動
き

　
中
国
を
取
り
巻
く
世
界
情
勢
の
変
化
に
直
面
し
て
、
日
本
国
内
で
は
日
中
国
交
正
常
化
の
気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。
す
で
に
～
九
七
〇
年
一

二
月
九
日
に
は
、
日
中
国
交
回
復
促
進
議
員
連
盟
が
発
足
し
、
七
一
年
二
月
一
六
日
に
は
、
社
会
党
、
総
評
系
の
「
日
中
国
交
回
復
国
民
会

議
」
が
発
足
し
た
。
中
国
側
も
積
極
的
に
働
き
か
け
た
。
七
～
年
三
月
一
七
日
、
中
国
側
は
趙
正
洪
を
団
長
と
し
、
王
暁
雲
中
国
人
民
対
外
友

好
協
会
常
任
理
事
を
副
団
長
と
す
る
中
国
卓
球
団
を
日
本
に
派
遣
し
、
四
月
一
〇
日
に
は
ア
メ
リ
カ
・
チ
ー
ム
の
訪
中
を
受
け
入
れ
た
。
さ
ら

に
、
七
一
年
八
月
二
一
日
に
日
中
友
好
の
た
め
に
献
身
し
た
松
村
謙
三
が
死
去
し
た
が
、
こ
の
葬
儀
に
中
国
か
ら
王
国
権
中
日
友
好
協
会
副
会

長
が
参
列
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
古
井
、
田
川
ら
の
親
中
派
も
積
極
的
に
日
中
接
触
の
橋
渡
し
役
を
務
め
た
。
ま
ず
彼
ら
は
、
自
民
党
内
の
反
佐
藤
派
の
実
力

者
と
中
国
と
の
間
を
と
り
も
と
う
と
し
た
。
王
暁
雲
が
訪
日
の
際
、
密
か
に
大
平
正
芳
と
会
談
し
た
が
、
そ
れ
は
古
井
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
当
時
大
平
は
、
旧
池
田
派
の
集
ま
り
で
あ
る
「
宏
池
会
」
の
会
長
を
前
尾
繁
三
郎
か
ら
引
き
継
い
だ
ば
か
り
で
、
中
国
問
題
に
つ
い

て
は
「
そ
の
基
本
は
台
湾
問
題
で
あ
っ
て
、
日
本
自
身
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
お
り
、
国
交
圖
復
に
か
な
り

の
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。
古
井
は
内
務
官
僚
時
代
か
ら
大
平
を
知
っ
て
お
り
、
大
平
に
「
あ
な
た
は
来
年
の
総
裁
選
挙
に
立
候
補
す
る
そ
う
だ

が
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
田
中
、
福
田
の
決
選
投
票
と
な
り
、
多
分
田
中
首
相
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
田
中
を
助
け
て



古井喜実と日中国交正常化（鹿）

日
出
復
交
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
説
得
し
た
と
こ
ろ
、
「
ぜ
ひ
そ
う
す
る
」
と
快
諾
し
た
の
で
、
「
そ
の
た
め
に
は
今
の
う
ち
か
ら
中
国
の

要
人
と
会
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
」
と
す
す
め
て
、
四
月
号
二
日
王
暁
雲
と
の
会
談
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
王
と
の
会
談
の

席
上
、
大
平
は
「
自
分
と
し
て
は
中
国
を
唯
一
の
正
統
政
府
と
し
て
認
め
、
今
後
台
湾
問
題
を
処
理
し
て
国
交
圓
復
に
全
力
を
上
げ
る
つ
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
る
」
と
、
そ
の
政
治
信
念
を
披
涯
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ま
た
、
田
川
の
紹
介
で
四
月
二
六
日
王
暁
雲
は
密
か
に
三
木
武
夫
と
も
接
触
し
た
。
三
木
は
、
か
つ
て
池
田
の
退
陣
表
明
に
伴
う
自
民
党
総

裁
選
に
お
い
て
佐
藤
支
持
に
傾
い
た
た
め
、
松
村
ら
の
不
信
感
を
買
い
、
松
村
、
古
井
ら
六
人
が
三
木
派
を
離
脱
す
る
結
果
を
招
い
た
が
、
佐

藤
三
選
、
四
選
に
反
対
し
て
佐
藤
内
閣
の
中
国
政
策
を
批
判
し
、
日
中
国
交
正
常
化
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
三
木
は
「
北
京
政
府
は
中

国
を
代
表
す
る
唯
一
の
政
権
で
あ
る
」
と
の
基
本
認
識
に
立
ち
、
自
民
党
領
袖
で
は
数
少
な
い
対
中
積
極
論
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
中
国

側
も
王
暁
雲
、
王
国
権
を
三
木
に
接
触
さ
せ
る
な
ど
積
極
的
に
働
き
か
け
、
そ
の
結
果
と
し
て
三
木
は
七
二
年
四
月
に
訪
中
し
、
周
恩
来
総
理

と
会
談
し
た
。

　
三
木
は
周
に
日
中
国
交
正
常
化
に
関
す
る
提
案
を
行
な
い
、
①
日
本
の
新
首
相
が
北
京
を
訪
問
す
る
、
②
新
首
相
は
過
去
の
こ
と
に
つ
い
て

中
国
国
民
に
率
直
に
わ
び
る
、
③
日
中
両
国
の
主
張
は
ま
と
め
て
共
同
声
明
を
出
し
、
過
去
に
つ
い
て
は
終
戦
の
、
将
来
に
つ
い
て
は
不
戦
の

宣
雷
を
し
て
外
交
関
係
を
樹
立
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
本
と
台
湾
と
の
外
交
関
係
と
条
約
関
係
が
解
消
す
る
こ
と
を
、
日
本
政
府
は
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

途
に
宣
言
す
る
。
日
照
は
外
交
機
関
を
通
じ
て
、
平
和
条
約
の
交
渉
に
入
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
七
二
年
七
月
の
自
民
党
総
裁
選
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
木
は
田
中
、
大
平
と
「
三
派
政
策
協
定
」
を
成
立
さ
せ
、
田
中
内
閣
の
中
国
政
策
決
定
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
日
中
友
好
ム
ー
ド
の
中
、
日
中
国
交
正
常
化
に
大
き
な
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る
公
明
党
の
訪
中
が
実
現
し
た
。
公
明
党
は
一
九

六
七
年
の
総
選
挙
で
衆
議
院
へ
の
進
出
を
果
た
し
た
が
、
六
九
年
一
月
の
党
大
会
で
「
日
中
国
交
正
常
化
の
た
め
の
方
途
」
と
題
す
る
中
国
政

策
を
決
定
し
て
い
た
。
①
中
華
人
民
共
和
国
を
承
認
し
、
正
常
な
国
交
を
圓
復
す
る
、
②
中
華
人
民
共
和
国
の
国
連
参
加
を
積
極
的
に
推
進
す

る
、
③
北
京
と
台
湾
の
問
題
は
、
中
国
の
内
政
問
題
と
し
て
干
渉
し
な
い
な
ど
の
六
項
目
で
、
そ
れ
ら
諸
政
策
の
実
現
の
た
め
、
日
中
首
脳
会
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⑤

談
の
開
催
と
日
中
基
本
条
約
の
締
結
を
提
唱
し
た
。
こ
こ
で
公
明
党
は
は
じ
め
て
中
華
人
民
共
和
国
の
承
認
を
訴
え
た
が
、
ま
だ
台
湾
問
題
を

中
国
の
内
政
問
題
と
規
定
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　
公
明
党
委
員
長
竹
入
義
勝
は
訪
中
の
希
望
を
抱
い
て
お
り
、
松
村
、
古
井
に
訪
中
の
斡
旋
を
依
頼
し
た
。
古
井
は
六
九
年
、
七
〇
年
の
M
T

貿
易
交
渉
の
際
、
中
国
側
に
公
明
党
の
訪
中
希
望
を
伝
え
た
が
、
台
湾
問
題
に
つ
い
て
曖
昧
だ
と
指
摘
さ
れ
、
訪
中
希
望
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

　
　
⑥

か
っ
た
。
古
井
は
公
明
党
に
、
台
湾
問
題
に
つ
い
て
態
度
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
、
訪
中
が
難
し
い
と
伝
え
る
と
と
も
に
、
七
〇
年
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

月
に
は
中
日
備
忘
録
貿
易
弁
事
処
の
呉
曙
東
に
手
紙
を
送
り
、
公
明
党
の
訪
中
に
許
可
を
求
め
た
。
七
〇
年
へ
二
月
、
公
明
党
は
学
者
、
文
化

人
を
動
員
し
て
「
日
中
国
交
正
常
化
国
民
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
七
一
年
六
月
の
参
院
選
挙
期
間
中
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
を
中
国
を
代

表
す
る
唯
一
の
正
統
政
府
と
し
て
承
認
し
、
日
台
条
約
は
廃
棄
す
る
と
の
立
場
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
。
七
一
年
四
月
、
古
井
の
斡
旋
で
王
暁

雲
は
竹
入
と
も
会
見
し
た
。
そ
の
結
果
、
六
月
一
五
日
に
は
竹
入
を
団
長
と
す
る
代
表
団
が
は
じ
め
て
訪
中
し
、
七
月
二
田
に
は
公
明
党
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

張
す
る
「
日
中
復
交
・
正
常
化
五
原
則
」
を
盛
り
込
ん
だ
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。
後
に
第
～
項
か
ら
三
項
ま
で
が
中
国
側
の
「
復
交
三
原

則
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
台
湾
問
題
に
関
す
る
こ
う
し
た
表
明
は
、
公
明
党
が
初
め
て
で
は
な
く
、
最
初
に
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
党
は
日
本
社
会

党
で
あ
っ
た
。
社
会
党
は
～
九
五
七
年
の
基
本
方
針
に
お
い
て
、
「
二
つ
の
中
国
」
反
対
、
台
湾
は
中
国
の
内
政
問
題
、
国
連
に
お
け
る
申
華

人
民
共
和
国
の
代
表
権
の
承
認
を
主
張
し
、
さ
ら
に
、
一
九
六
四
年
二
月
に
は
社
会
党
中
央
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
①
「
一
つ
の
中
国
」
、

②
「
日
華
平
和
条
約
」
の
廃
棄
、
台
湾
な
ら
び
に
台
湾
海
峡
か
ら
の
米
軍
の
撤
退
、
③
圏
連
に
お
け
る
中
華
人
民
共
和
国
の
正
当
な
地
位
の
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

復
、
④
日
米
安
保
条
約
の
廃
棄
、
な
ど
を
明
記
し
た
「
日
中
国
交
回
復
に
関
す
る
方
針
」
を
決
定
し
た
。

　
社
会
党
に
つ
い
で
同
様
の
立
場
を
と
っ
た
の
が
、
自
民
党
の
古
井
で
あ
っ
た
。
す
で
に
、
六
九
年
四
月
の
M
T
貿
易
交
渉
の
政
治
会
談
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
に
お
い
て
、
古
井
は
中
華
人
民
共
和
国
が
中
国
人
民
を
代
表
す
る
唯
～
の
合
法
政
府
で
あ
り
、
台
湾
省
は
中
国
の
領
土
の
切
り
離
せ
な

い
一
部
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
七
一
年
三
月
の
第
四
次
日
中
M
T
貿
易
交
渉
の
政
治
会
談
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
お
い
て
も
、
日
華
平
和
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条
約
は
不
法
、
無
効
で
あ
り
、
廃
棄
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
～
二
月
の
第
五
次
日
中
M
T
貿
易
会
談
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
お

い
て
は
、
日
台
条
約
の
破
棄
が
日
中
国
交
回
復
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
社
会
党
と
比
べ
て
、
古
井
の
台
湾
問
題
に
対
す
る
態
度
の
表
明
は
、
時
期
的
に
見
れ
ば
早
い
と
は
言
え
な
い
。
自
民
党
内
親
中
派
も
、
台
湾

問
題
に
つ
い
て
は
最
初
か
ら
中
国
側
に
同
調
し
て
い
た
わ
け
で
な
か
っ
た
。
石
橋
、
松
村
も
最
初
は
台
湾
の
独
立
を
前
提
に
中
国
と
の
関
係
を

打
開
し
よ
う
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
が
、
～
九
五
九
年
の
訪
中
時
に
中
国
側
の
確
固
た
る
立
場
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
は
す
で
に

台
湾
を
手
放
し
た
の
で
、
今
更
口
を
出
す
権
利
が
な
い
と
、
中
国
の
内
政
問
題
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
～
方
、

内
心
い
く
ら
彼
ら
が
中
国
側
の
立
場
に
理
解
を
示
し
て
い
て
も
、
日
本
政
府
の
公
式
の
態
度
と
矛
盾
す
る
以
上
、
そ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
は

慎
重
で
あ
っ
た
。
中
国
側
も
自
民
党
員
で
あ
る
彼
ら
の
立
場
に
配
慮
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
態
度
表
明
を
強
要
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
文
化
大
革
命
の
影
響
、
佐
藤
首
相
の
台
湾
訪
問
や
、
日
米
共
同
声
明
に
お
け
る
「
台
湾
・
韓
国
事
項
」
な
ど
が
中
国
側
を
強
く
刺
激
し
た

た
め
に
、
中
国
側
も
古
井
ら
に
台
湾
問
題
に
対
す
る
態
度
表
明
を
迫
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
古
井
の
年
来
の
主
張
と
は
矛
盾
し
な
か

っ
た
た
め
、
古
井
は
す
ん
な
り
そ
れ
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　
七
～
年
七
月
五
日
、
郭
沫
若
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
は
中
国
訪
問
中
の
朝
日
新
聞
社
記
者
と
会
見
し
た
際
、
台
湾
問
題
に
関
す
る
公
明
党

側
が
提
唱
し
た
五
原
則
を
高
く
評
価
し
、
「
松
村
、
古
井
両
先
生
の
主
張
と
接
近
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
公
明
党
は
松
村
、
古
井
両
先
生
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ら
影
響
を
受
け
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
語
り
、
公
明
党
の
五
原
則
が
松
村
、
古
井
ら
覚
書
貿
易
路
線
に
沿
っ
て
い
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。
中

国
側
に
と
っ
て
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
台
湾
問
題
に
つ
い
て
、
自
国
の
立
場
を
理
解
し
、
そ
れ
に
同
調
し
て
く
れ
る
親
中
派
が
政
権
政
党
で
あ

る
自
民
党
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
交
渉
に
む
け
て
糸
口
を
つ
か
む
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
日
中
国
交
正
常
化
に
関
す
る
古
井
喜
実
の
方
針
と
戦
略

七
二
年
春
に
な
る
と
、
藤
山
愛
｝
郎
、
民
社
党
訪
中
団
（
春
日
」
幸
団
長
）
、
三
木
武
夫
ら
が
相
次
い
で
北
京
入
り
し
、
五
月
に
第
二
次
公
明
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党
訪
中
団
（
二
宮
文
造
団
長
）
が
北
京
を
訪
れ
た
。
当
時
、
ポ
ス
ト
佐
藤
の
有
力
後
継
者
と
し
て
、
田
中
角
栄
、
福
田
赴
夫
、
大
平
正
芳
、
三

木
武
夫
の
四
望
が
名
乗
り
を
上
げ
、
田
中
と
福
田
の
「
角
福
戦
争
」
は
す
で
に
熾
烈
を
極
め
て
い
た
。
古
井
は
田
中
内
閣
の
実
現
に
期
待
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

け
、
外
交
問
題
に
素
人
の
田
中
を
首
相
に
す
る
か
わ
り
に
、
大
平
を
外
務
大
臣
に
す
る
考
え
で
あ
っ
た
。

　
六
八
年
以
来
、
M
T
貿
易
交
渉
は
難
航
を
つ
づ
け
て
き
た
。
し
か
も
、
そ
の
経
済
性
は
、
日
中
貿
易
量
の
一
〇
％
を
割
っ
て
い
る
た
め
、
こ

の
貿
易
方
式
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
も
い
た
。
し
か
し
、
国
交
の
な
い
両
国
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
唯
一
の
準
政
府
関
係
で
あ
り
、
古
井
が
苦
労

を
厭
わ
ず
こ
の
パ
イ
プ
を
支
え
て
き
た
の
は
、
将
来
の
国
交
正
常
化
に
役
立
つ
た
め
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
発
表
の
後
、
彼
は
「
わ
れ
わ

れ
覚
書
関
係
者
は
、
一
日
も
早
く
、
政
府
が
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
を
引
き
と
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
も
と
も
と
覚
書
ル
ー
ト
は
準
政

府
関
係
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
ま
で
は
、
政
府
に
や
る
気
が
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
仕
事
に
携
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

政
府
が
本
気
で
国
交
正
常
化
の
肚
を
き
め
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
政
府
間
接
触
の
斡
旋
を
す
る
の
に
吝
か
で
な
い
」
と
語
っ
た
。

　
米
中
接
近
前
後
に
日
中
国
交
回
復
に
む
け
て
大
き
な
う
ね
り
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
。
古
井
が
苦
心
し
て
守
り
続
け
て
き
た
パ
イ
プ
が
、
実
際

に
圏
交
國
復
の
実
現
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
た
の
か
を
、
以
下
に
お
い
て
具
体
的
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
古
井
は
、
す
で
に
七
一
年
後
半
の
時
点
で
、
七
二
年
五
月
頃
に
な
れ
ば
佐
藤
退
陣
に
よ
り
政
局
転
換
の
見
通
し
が
っ
き
、
後
は
誰
が
政

権
を
取
ろ
う
が
、
日
中
国
交
圓
復
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
七
～
年
の
＝
月
か
ら
七
二
年
の
四
月

に
か
け
て
、
古
井
は
大
学
教
授
や
外
交
の
専
門
家
ら
一
〇
人
ほ
ど
を
集
め
て
、
ポ
ス
ト
佐
藤
を
睨
ん
で
中
国
問
題
に
関
す
る
研
究
会
を
組
織
し
、

腹
案
を
ま
と
め
た
。
こ
の
腹
案
で
は
、
次
の
政
権
が
中
国
側
と
交
渉
す
る
た
め
に
は
二
つ
の
前
提
が
あ
る
と
さ
れ
、
一
つ
は
、
佐
藤
政
権
と
は

違
う
姿
勢
を
と
る
こ
と
を
中
国
側
に
認
識
さ
せ
る
た
め
に
、
新
政
権
は
成
立
慰
す
ぐ
に
必
要
な
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
う
一
つ

は
、
今
度
の
政
権
は
信
じ
て
も
間
違
い
な
い
と
の
保
証
を
中
国
側
に
与
え
る
た
め
に
、
し
か
る
べ
き
人
物
を
派
遣
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
古
井
は
七
二
年
二
月
頃
か
ら
大
平
と
は
数
回
会
っ
て
中
国
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
大
平
に
働
き
か
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

四
月
二
一
日
に
田
中
、
大
平
、
古
井
の
秘
密
会
談
を
も
ち
、
「
田
中
内
閣
で
日
中
復
交
」
を
め
ざ
し
て
動
い
て
い
た
。
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彼
は
ま
た
、
新
政
権
の
も
と
で
の
国
交
回
復
交
渉
に
む
け
て
、
事
前
に
中
国
側
の
要
人
と
意
見
を
交
換
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
七
一
年
一
二
月
の
覚
書
貿
易
交
渉
の
時
、
古
井
は
来
年
の
五
月
頃
に
は
ま
た
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
中
国
側
に
皆
げ
、
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

対
し
て
、
藤
山
が
北
京
を
訪
問
し
た
時
に
、
い
つ
で
も
い
い
か
ら
来
て
く
だ
さ
い
と
の
古
井
へ
の
周
恩
来
の
伝
言
が
託
さ
れ
た
。
七
二
年
五
月

一
八
日
に
周
恩
来
の
招
き
に
応
じ
て
、
古
井
は
秘
書
一
人
を
伴
っ
て
単
身
訪
中
し
た
。

　
中
国
に
着
い
た
古
井
は
、
周
総
理
を
は
じ
め
、
王
国
権
中
日
友
好
協
会
副
会
長
、
国
王
文
対
外
貿
易
部
副
部
長
ら
と
会
談
し
た
。
一
連
の
会

談
で
、
古
井
は
中
国
側
が
日
中
国
交
正
常
化
に
積
極
的
、
意
欲
的
で
あ
り
、
こ
と
を
急
い
で
い
る
と
の
感
触
を
得
た
。
訪
中
前
の
古
井
は
、
中

国
は
す
で
に
直
接
ア
メ
リ
カ
を
捕
ら
え
て
い
る
の
で
、
日
本
と
の
関
係
調
整
を
急
ぐ
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
み
て
、
七
二
年
内
の
巳
中
国
交
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

復
は
期
待
で
き
な
い
、
早
く
て
も
七
三
年
度
以
降
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
。
胡
鳴
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
古
井
の
予
期
に
反
し
て
、
日

本
と
の
国
交
正
常
化
を
中
国
側
が
強
く
望
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、
ソ
連
の
脅
威
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
、
早
急
に
日
本
と
の
友
好

関
係
の
確
保
を
望
ん
だ
こ
と
、
高
度
成
長
し
た
日
本
と
の
良
好
な
関
係
に
よ
っ
て
、
中
国
の
経
済
建
設
に
必
要
な
資
金
と
技
術
を
得
る
の
を
期

待
で
き
る
こ
と
、
国
連
復
帰
で
国
際
社
会
の
舞
台
に
上
が
る
こ
と
が
果
た
さ
れ
た
の
で
、
巳
中
国
交
に
よ
っ
て
台
湾
を
国
際
社
会
か
ら
「
孤
立

さ
せ
」
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
周
恩
来
は
自
分
が
「
癌
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
自
身
の
健
康
状
態
か
ら
早
期
の
日
申
国
交
正
常
化
の
実

現
を
願
っ
て
い
た
こ
と
、
中
国
国
内
の
権
力
闘
争
の
構
図
変
化
に
よ
っ
て
、
周
が
全
力
で
対
日
国
交
正
常
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
側
に
は
、
米
中
接
近
の
次
に
対
日
関
係
を
打
開
し
、
台
湾
問
題
を
あ
る
～
定
の
枠
組
み
を
作
っ
て
解
決
す
る
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

う
明
確
な
戦
略
が
あ
っ
た
。
そ
の
戦
略
の
下
で
、
中
国
側
は
、
佐
藤
内
閣
期
に
王
暁
雲
、
王
国
権
を
日
本
に
送
り
、
田
中
内
閣
成
立
時
に
は
孫

平
化
中
日
友
好
協
会
副
秘
書
長
を
団
長
と
す
る
上
海
バ
レ
エ
団
を
日
本
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
中
国
側
に
は
佐
藤
政
権
と
国
交
正

常
化
の
交
渉
を
は
じ
め
る
意
思
は
な
い
こ
と
を
、
古
井
は
よ
く
承
知
し
て
い
た
。
「
保
利
書
簡
」
が
出
さ
れ
た
際
、
周
恩
来
は
「
中
国
が
ニ
ク

ソ
ン
訪
中
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
両
国
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
多
年
に
わ
た
っ
て
会
談
を
積
み
重
ね
た
た
め
だ
。
ニ
ク
ソ
ン
は
三
年
号
前
か
ら
中
米
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間
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
訪
中
し
た
い
と
の
希
望
を
持
っ
て
い
た
。
佐
藤
は
違
う
。
佐
藤
は
最
初
か
ら
誠
意
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
ニ
ク
ソ

ン
の
訪
中
計
画
を
知
っ
て
は
じ
め
て
訪
中
を
希
望
す
る
の
だ
か
ら
、
中
国
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
使
を
北
京
に
派
遣
す
る
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

話
が
あ
る
が
、
そ
の
特
使
代
表
が
誰
で
あ
る
か
は
見
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
佐
藤
内
閣
と
の
交
渉
に
拒
否
的
で
あ
っ
た
。
古
井

自
身
も
、
佐
藤
内
閣
の
手
で
中
国
政
策
の
転
換
は
で
き
る
こ
と
で
も
な
い
し
、
す
べ
き
で
も
な
い
と
主
張
し
、
日
本
政
府
は
違
っ
た
ピ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ヤ
ー
を
立
て
て
路
線
を
変
更
す
べ
き
だ
と
強
調
し
て
い
た
。

　
古
井
は
、
周
恩
来
と
の
会
談
に
お
い
て
次
期
政
権
の
こ
と
を
語
り
、
十
中
八
九
佐
藤
内
閣
の
後
に
は
田
中
内
閣
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
時
は
間

違
い
な
く
、
外
務
大
臣
に
は
大
平
が
な
る
。
田
中
・
大
平
の
コ
ン
ビ
が
実
現
し
た
ら
、
必
ず
日
中
問
題
を
や
る
。
田
中
・
大
平
政
権
は
信
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

間
違
い
な
い
と
保
証
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
古
井
は
、
中
国
側
が
早
期
の
国
交
回
復
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
次
期
首
相
が
で
き
る
か

ぎ
り
早
く
北
京
に
来
る
の
を
歓
迎
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、
復
交
三
条
件
な
ど
に
つ
い
て
も
、
原
則
は
曲
げ
な
い
が
、
適
用
の
上
で
幅
を
持
た
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
用
意
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
も
掴
ん
だ
。
古
井
は
中
国
側
の
考
え
を
掴
む
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
中
国
交
正
常
化
の
実
現
が
間

違
い
な
い
こ
と
を
確
信
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
前
に
日
本
側
が
き
ち
ん
と
決
着
を
付
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
と
、
古
井
は
考
え
た
。
ま
ず
第
～
に
は
、
台
湾

問
題
に
つ
い
て
日
本
側
が
決
断
を
く
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
中
国
側
は
一
貫
し
て
、
台
湾
は
中
国
の
領
土
の
一
部
分
で
あ
り
、
台
湾
を
含
め
た
全

中
国
の
正
統
政
府
は
北
京
政
府
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
日
本
政
府
に
と
り
当
面
最
大
の
障
害
は
、
日
本
が
承
認
し
て
い
る
国

民
政
府
が
台
湾
に
存
在
す
る
と
い
う
状
況
の
下
で
、
い
か
に
し
て
中
華
人
罠
共
和
国
と
外
交
関
係
を
樹
立
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
古

井
は
、
中
言
と
し
て
は
台
湾
問
題
に
対
す
る
立
場
を
絶
対
に
譲
ら
な
い
と
確
信
し
て
い
た
。
「
こ
の
立
場
を
無
視
す
る
あ
ら
ゆ
る
試
み
は
、
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
時
間
つ
ぶ
し
に
過
ぎ
ず
、
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
し
、
む
し
ろ
事
態
を
こ
じ
ら
せ
る
だ
け
で
あ
る
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
実
際
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
が
発
表
さ
れ
た
七
一
年
七
月
の
時
点
で
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
周
の
間
に
①
米
国
に
よ
る
中
国
承
認
、
②
台
湾
か
ら

の
米
国
軍
事
力
の
撤
収
、
③
中
国
に
よ
る
台
湾
武
力
解
放
非
行
使
、
④
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
撤
兵
及
び
停
戦
促
進
、
な
ど
を
含
む
～
連
の
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密
約
が
成
立
し
て
お
り
、
し
か
も
、
米
国
の
突
然
の
政
策
変
更
が
も
た
ら
す
同
盟
国
の
動
揺
を
防
止
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
は
長
期
に
亘
り
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

階
的
に
行
う
こ
と
を
中
国
側
が
容
認
し
て
い
た
。
七
二
年
五
月
に
古
井
が
訪
中
し
た
際
、
周
は
通
訳
を
通
さ
ず
に
、
米
国
は
七
三
年
に
は
台
湾

か
ら
撤
退
す
る
、
（
中
国
も
）
武
力
解
放
し
ま
せ
ん
よ
と
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
秘
密
会
談
の
内
容
を
耳
う
ち
し
、
田
中
や
大
平
に
は
適
当
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

話
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
と
古
井
に
告
げ
た
。
七
二
年
七
月
の
竹
入
訪
中
の
際
に
も
、
周
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
、
台
湾
の
米
軍
が
引
き
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

げ
る
と
い
う
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
政
策
を
竹
入
に
語
り
、
田
中
・
大
平
に
伝
え
て
い
い
と
繰
り
返
し
た
。
周
恩
来
が
わ
ざ
わ
ざ
台

湾
問
題
に
関
す
る
米
国
の
態
度
を
田
中
・
大
平
に
伝
え
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
B
単
側
が
中
国
の
主
張
に
同
意
し
た
と
し
て
も
、

日
米
関
係
に
は
何
ら
影
響
し
な
い
こ
と
を
示
唆
し
、
日
本
側
を
安
心
さ
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
古
井
の
考
え
る
第
二
に
乗
り
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
軍
事
的
脅
威
の
除
去
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
が
申
圏
封
じ
込
め
政

策
を
転
換
し
て
、
米
中
雪
ど
け
に
な
っ
た
あ
と
は
、
そ
れ
ま
で
と
事
情
が
大
き
く
変
り
、
中
国
側
が
日
米
安
保
条
約
に
対
し
て
抱
く
脅
威
感
も

低
下
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
が
、
ま
だ
国
交
鯨
骨
が
な
さ
れ
て
い
な
い
今
日
の
段
階
で
は
、
ま
ず
中
国
が
現
に
抱
い
て
い
る
脅
威
感
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

除
き
、
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
確
か
に
、
日
米
安
保
条
約
は
日
中
国
交
正
常
化
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
難
点
で
あ
っ
た
。
六
八
年
以
来
の
覚
書
貿
易
交
渉
に
お
い
て
、
日
米

安
保
条
約
が
激
し
い
攻
撃
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
思
え
ば
、
古
井
が
こ
の
問
題
を
重
視
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

米
中
接
近
に
伴
い
、
日
米
安
保
に
対
す
る
中
国
側
の
脅
威
感
が
大
き
く
変
化
し
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
他
方
、
中
国
側
も
日
本
の
置
か
れ
て

い
る
立
場
を
十
分
理
解
し
て
お
り
、
日
中
国
交
正
常
化
に
当
た
っ
て
は
、
日
米
安
保
条
約
に
は
触
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
周
恩
来
は
、

竹
入
と
の
第
一
圓
目
の
会
談
で
、
日
米
安
保
条
約
に
は
触
れ
な
い
と
約
束
し
、
七
二
年
九
月
二
九
日
の
日
中
共
同
声
明
で
も
、
日
米
安
保
条
約

へ
の
雷
及
は
な
く
、
日
中
交
渉
の
場
で
も
中
国
側
は
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
古
井
の
挙
げ
た
第
二
の
問
題
は
、
中
国
側
の
態
度
変

更
に
よ
り
、
現
実
に
は
大
き
な
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
第
三
に
、
過
去
の
戦
争
に
ケ
リ
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
古
井
は
、
国
民
政
府
を
全
中
国
の
代
表
と
見
る
の
は
虚
構
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
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こ
れ
を
も
っ
て
戦
争
の
ケ
リ
が
つ
い
た
と
い
う
の
は
余
り
に
も
無
理
が
あ
る
と
主
張
し
、
国
交
正
常
化
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
側
が
過
去
の
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

争
に
つ
い
て
、
明
確
な
謝
罪
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
古
井
は
こ
の
考
え
を
田
中
・
大
平
に
伝
え
た
に
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
田
中
は
、
訪
中
の
際
に
「
我
が
国
は
、
中
国
国
民
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
事
を
深
く
反

省
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
謝
罪
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
迷
惑
発
言
」
は
か
え
っ
て
中
国
側
の
不
満
を
募
ら
せ
、
日
中
両
国
で
大
き
な

物
議
を
か
も
し
た
。
結
局
、
後
の
共
同
声
明
に
お
い
て
、
日
本
側
は
、
「
過
去
に
お
い
て
日
本
国
が
戦
争
を
通
じ
て
中
国
国
民
に
重
大
な
損
害

を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
の
責
任
を
痛
感
し
、
深
く
反
省
す
る
」
と
明
確
に
謝
罪
の
意
思
を
表
明
し
て
、
こ
と
な
き
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
賠
償
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
賠
償
問
題
は
日
本
側
が
心
配
し
て
い
た
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
議
論
さ
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
自
民
党
外
交
調
査
会
中
国
小
委
員
会
委
員
長
松
本
俊
一
の
「
中
共
問
題
に
関
す
る
中
間
報
告
」
（
一
九
六
一
年
）
は
、
戦
争
当
事

国
で
あ
る
中
華
民
国
と
の
間
に
結
ば
れ
た
日
華
平
和
条
約
及
び
そ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
、
国
府
が
対
日
賠
償
の
請
求
権
を
放
棄
し
て
い
る
の
で
、

す
で
に
解
決
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
中
共
は
日
本
に
と
っ
て
戦
争
の
相
手
国
で
は
な
く
、
ま
た
条
約
上
に
お
い
て
も
何
等
の
責
任
も
負
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
際
中
共
に
対
す
る
賠
償
問
題
は
絶
対
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
解
釈
を
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
⑱

る
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
意
見
は
台
湾
擁
護
派
に
根
強
く
存
在
し
て
お
り
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
も
自
民
党
内
の
一
般
的
な
空
気
で

あ
っ
た
。

　
中
国
側
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
態
度
を
保
留
し
て
い
た
。
六
四
年
二
月
、
趙
安
博
中
日
友
好
協
会
秘
書
長
は
対
日
賠
償
請
求
問
題
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

朝
日
急
撃
記
者
の
質
問
に
対
し
て
、
「
わ
が
国
は
賠
償
に
よ
っ
て
社
会
主
義
建
設
を
し
て
い
く
よ
う
な
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。

ま
た
、
六
四
年
六
月
二
〇
日
の
T
B
S
報
道
局
長
に
対
す
る
談
話
に
お
い
て
も
、
陳
毅
外
交
部
長
は
、
中
国
人
民
は
賠
償
を
要
求
す
る
権
利
が

あ
る
と
主
張
し
な
が
ら
も
、
両
国
の
国
交
が
回
復
さ
れ
た
時
に
は
、
そ
の
他
の
具
体
的
な
問
題
は
友
好
的
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
容
易
に
解
決

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
る
と
述
べ
て
い
た
。
賠
償
に
対
す
る
中
国
側
の
態
度
が
明
確
に
示
さ
れ
た
の
は
、
六
五
年
五
旦
三
日
の
こ
と
で
、
訪
中
し
た
宇
都
宮
徳

馬
に
趙
安
博
は
、
①
中
国
は
他
国
の
賠
償
に
よ
っ
て
自
国
の
建
設
を
行
な
お
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
、
②
一
般
的
に
い
っ
て
巨
大
な
戦
争
賠
償
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を
戦
敗
国
に
課
す
る
こ
と
は
第
一
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
例
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平
和
の
た
め
に
有
害
で
あ
る
、
③
戦
争
賠
償
は
そ

の
戦
争
に
責
任
の
な
い
世
代
に
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
不
合
理
で
あ
る
、
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
六
月
二
日
の
宇
都
宮
と
の
会
談
に
お
い

て
、
彦
承
志
は
趙
の
表
明
に
同
意
を
示
し
な
が
ら
、
「
一
般
的
空
気
と
し
て
賠
償
請
求
権
の
な
い
蒋
介
石
が
賠
償
を
放
棄
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

中
国
に
請
求
権
が
な
い
と
い
う
議
論
に
は
反
発
し
て
い
る
」
と
付
け
加
え
た
。

　
古
井
は
無
論
こ
の
問
題
に
対
す
る
中
国
の
態
度
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
国
交
回
復
に
関
し
て
重
要
な
問
題
だ
と
は
み
て
い
な

か
っ
た
。
七
一
年
の
段
階
で
は
、
古
井
は
、
中
国
側
が
、
賠
償
を
求
め
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
す
る
の
は
国
交
回
復
交
渉
の
時
で
あ
る
が
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
も
ろ
の
理
由
か
ら
、
賠
償
な
ど
求
め
る
こ
と
は
な
い
と
確
信
し
て
い
た
。
実
際
、
七
二
年
七
月
竹
入
訪
中
の
際
、
周
恩
来
総
理
は
自
ら
戦
争

賠
償
を
放
棄
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
彼
は
、
次
期
政
権
担
当
者
が
考
え
を
同
じ
く
す
る
な
ら
ば
、
ど
ん
な
形
に
せ
よ
協
力
し
、
考
え
を
同
じ
く
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

場
合
に
は
、
仮
に
求
め
ら
れ
て
も
協
力
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
決
意
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

①
田
川
誠
【
『
日
中
交
流
と
自
民
党
の
領
袖
た
ち
臨
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
三

　
年
）
四
〇
～
四
一
頁
。

②
同
前
、
四
三
～
四
四
頁
。

③
　
「
三
木
証
言
」
時
事
通
信
社
政
治
部
編
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
　
巳
中
復
交
飴
（
時
事

　
通
信
社
、
一
九
七
二
年
）
一
＝
二
～
＝
四
頁
。

④
七
二
年
七
月
二
日
、
田
中
・
大
平
・
三
木
が
合
意
し
た
総
裁
選
「
上
・
下
位
連

　
合
扁
の
た
め
の
政
策
協
定
。
こ
の
中
に
、
平
和
条
約
締
結
を
目
途
に
政
府
間
交
渉

　
を
行
う
と
の
一
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。

⑤
『
朝
日
薪
聞
暁
一
九
六
九
年
～
月
～
八
日
。

⑥
コ
九
六
九
、
七
〇
年
の
M
T
貿
易
交
渉
政
治
会
談
記
録
」
『
古
井
喜
実
文
書
瞼
。

⑦
門
古
井
喜
実
よ
り
呉
曙
東
宛
の
手
紙
駄
（
一
九
七
〇
年
一
〇
月
＝
百
）
『
古
井

　
喜
実
文
書
隔
。

⑧
こ
れ
は
、
①
中
国
は
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
は
中
国
を
代
表
す

　
る
唯
　
の
合
法
政
府
で
あ
る
。
「
二
つ
の
中
国
」
と
コ
つ
の
申
国
、
　
つ
の
台

　
湾
扁
を
つ
く
る
陰
謀
に
は
断
固
反
対
す
る
、
②
台
湾
は
中
国
の
一
省
で
あ
り
、
中

　
国
領
土
の
不
可
分
の
～
部
で
あ
っ
て
、
台
湾
問
題
は
中
国
の
内
政
問
題
で
あ
る
。

　
「
台
湾
帰
属
未
定
論
」
に
断
固
反
対
す
る
、
③
「
日
台
条
約
」
は
不
法
で
あ
り
、

　
破
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
④
ア
メ
リ
カ
が
台
湾
と
台
湾
海
峡
を
占
領
し
て

　
い
る
の
は
侵
略
行
為
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
台
湾
と
台
湾
海
峡
か
ら
そ
の
す
べ
て

　
の
武
力
を
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
⑤
国
連
の
す
べ
て
の
機
構
で
の
、
な
ら

　
び
に
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
と
し
て
の
申
華
入
昆
共
和
国
の
合
法
的
権
利

　
を
回
復
し
、
蒋
介
石
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
国
連
か
ら
追
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
上
記
の
中
国
の
合
法
権
利
の
回
復
を
妨
げ
る
す
べ
て
の
陰
謀
に
断
固
反
対
す

　
る
、
で
あ
る
（
楠
田
賢
槻
佐
藤
政
権
　
二
七
九
七
日
』
下
巻
（
行
政
問
題
研
究
所
、
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一
九
八
三
年
）
二
六
九
～
二
七
〇
頁
）
。

⑨
石
川
思
雄
・
申
嶋
嶺
雄
・
石
井
優
編
『
戦
後
資
料
日
中
関
係
輪
（
日
本
評
論

　
社
、
一
九
七
〇
年
）
一
～
九
〇
頁
。

⑩
『
朝
日
新
聞
輪
　
九
七
一
年
七
月
七
日
。

⑪
「
古
井
証
言
偏
前
掲
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
中
復
交
』
六
二
頁
。

⑫
古
井
喜
実
『
日
中
復
交
へ
の
道
－
大
詰
め
を
迎
え
る
中
国
問
題
漏
（
国
際
問

　
題
研
究
所
、
一
九
七
一
年
七
月
）
「
前
書
き
」
六
～
七
頁
。

⑬
「
古
井
証
言
」
前
掲
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
中
復
交
協
六
〇
～
六
一
頁
。

⑭
同
前
、
五
八
一
五
九
頁
。

⑮
『
日
本
海
経
済
新
聞
漏
｝
九
七
二
年
一
月
一
八
日
。

⑯
胡
鳴
前
掲
論
文
「
日
中
国
交
正
常
化
に
お
け
る
中
国
側
の
対
日
外
交
戦
略
」
。

⑰
朱
建
栄
「
先
人
の
開
拓
二
一
世
紀
へ
の
示
唆
－
日
中
国
交
正
常
化
と
平
和

　
友
好
条
約
を
再
検
討
す
る
意
義
駄
石
井
明
他
面
前
掲
書
、
四
〇
六
～
四
〇
七
頁
。

⑱
濃
紺
文
・
王
俊
彦
『
膠
承
日
劇
日
本
』
（
中
央
党
史
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

　
三
五
八
頁
。

⑲
『
日
本
経
済
新
聞
魅
一
九
七
一
年
一
〇
月
二
七
日
。

⑳
古
井
前
掲
哩
日
中
十
八
年
臨
一
一
三
頁
。

⑳
「
古
井
証
言
扁
前
掲
㎎
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
中
復
交
晶
六
｝
頁
。

⑫
　
古
井
前
掲
『
日
中
復
交
へ
の
道
－
大
詰
め
を
迎
え
る
中
国
問
題
』
二
〇
頁
。

⑬
　
別
枝
行
夫
「
佐
藤
内
閣
後
期
の
日
中
関
係
一
「
決
定
中
心
」
の
分
析
一
」

　
隅
成
踵
大
学
法
学
政
治
学
研
究
』
二
号
、
～
九
八
三
年
）
。

⑳
日
中
友
好
会
館
日
華
健
康
セ
ン
タ
ー
理
事
長
小
池
勤
皇
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
（
二
〇
〇
五
年
五
月
）
。

㊧
　
「
竹
入
メ
モ
」
石
弁
明
他
言
前
掲
書
二
一
、
二
四
頁
。

⑳
　
古
井
前
掲
『
B
中
復
交
へ
の
道
l
l
大
詰
め
を
迎
え
る
中
国
問
題
晦
一
三
～
二

　
三
頁
。

⑳
　
同
前
、
二
四
～
二
五
頁
。

　
　
石
川
忠
雄
他
編
前
掲
轡
、
二
〇
一
頁
。

⑳
門
朝
日
新
翻
』
一
九
六
四
年
二
月
二
一
日
。

⑳
門
北
京
週
報
』
一
九
六
四
年
第
二
六
号
。

⑳
　
日
中
国
交
回
復
促
進
議
員
達
累
日
『
日
中
国
交
團
復
関
係
資
料
集
撫
（
一
九
七

　
二
年
）
五
三
一
、
五
三
一
一
頁
。

⑳
　
古
井
前
掲
『
日
中
復
交
へ
の
道
I
l
大
詰
め
を
迎
え
る
中
国
問
題
撫
二
五
頁
。

⑳
　
古
井
『
政
界
第
二
十
年
㎏
（
一
九
七
二
年
六
月
）
「
ま
え
が
き
」
三
～
四
頁
。
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第
三
章
　
日
中
国
交
正
常
化
と
古
井
喜
実

第
…
節
　
日
申
国
交
正
常
化
の
地
な
ら
し

　
一
九
七
二
年
七
月
六
日
、
第
～
次
田
中
内
閣
が
成
立
し
た
。
田
中
は
日
中
問
題
の
打
開
に
つ
い
て
、
七
一
年
七
月
頃
か
ら
、
周
到
な
準
備
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

検
討
を
行
な
っ
て
き
た
。
七
二
年
三
月
二
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
答
弁
に
お
い
て
、
通
産
大
臣
で
あ
っ
た
田
中
は
、
「
中
国
に
対
し

て
日
本
が
大
き
な
迷
惑
を
か
け
、
心
か
ら
お
詫
び
し
ま
す
と
い
う
気
持
が
、
日
中
関
係
正
常
化
の
大
前
提
で
あ
る
」
と
の
信
念
を
示
し
、
中
国



古井喜実と日中国交正常化（鹿）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

政
策
に
対
す
る
考
え
方
を
明
確
に
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に
、
七
二
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
中
国
側
が
田
中
に
期
待
し
て
い
る
と

の
情
報
が
流
れ
て
く
る
。
田
中
も
中
国
側
の
動
き
に
対
し
て
積
極
的
に
応
え
る
よ
う
努
め
、
訪
中
し
た
藤
山
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
、
彼
の
中

国
に
対
す
る
認
識
を
非
公
式
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
四
月
に
大
平
の
仲
介
で
古
井
と
三
人
で
会
い
、
意
見
を
交
換
し
た
。
五

月
、
二
宮
文
造
公
明
党
訪
中
団
長
が
、
福
田
を
凌
い
で
田
中
が
総
裁
選
に
勝
て
る
と
の
予
想
を
中
国
側
に
伝
え
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
通
し
て
、

周
恩
来
は
次
の
首
相
は
田
中
と
見
定
め
、
周
・
二
宮
会
談
に
お
い
て
、
「
も
し
田
中
さ
ん
が
首
相
に
な
っ
て
本
当
に
日
中
国
交
回
復
を
望
ん
で

い
ら
れ
る
な
ら
、
我
々
申
国
の
人
民
も
政
府
も
軍
隊
も
、
北
京
の
空
港
を
あ
け
て
お
待
ち
し
ま
し
よ
う
」
と
田
中
へ
の
伝
雷
を
託
し
、
亭
々
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

中
で
、
国
交
正
常
化
を
実
現
さ
せ
る
道
を
示
し
た
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
田
中
と
中
国
を
つ
な
ぐ
舞
台
裏
の
動
き
は
、
自
民
党
内
で
中
国
に
最
も
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
古
井
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
た
。
古
井
が
予
想
し
た
通
り
、
田
中
内
閣
が
成
立
し
、
大
平
は
外
相
に
な
っ
た
が
、
田
中
首
相
も
大
平
外
相
も
、
日
中
復
交
に
む

け
て
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
決
断
に
ま
だ
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
。
大
平
外
相
は
、
①
こ
れ
ま
で
日
中
関
係
者
や
親
中
派
議
員
か
ら
伝
え
ら
れ

て
き
て
い
る
中
国
側
の
非
公
式
感
触
が
ど
こ
ま
で
“
本
音
”
な
の
か
も
う
一
つ
詰
め
切
れ
な
い
、
②
総
裁
選
の
結
果
「
国
交
正
常
化
」
と
い
う

大
勢
は
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
党
内
に
多
く
の
慎
重
論
者
が
存
在
す
る
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
ど
の
よ
う
に
固
め
て
い
く
か
、
③
ニ
ク
ソ

ン
訪
中
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
い
ま
だ
中
国
と
の
間
に
国
交
が
成
立
し
て
い
な
い
米
国
が
日
中
国
交
正
常
化
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
明
ら
か
で
な
い
、
な
ど
か
ら
、
政
権
成
立
後
も
、
慎
重
な
態
度
を
取
り
続
け
た
。
逡
巡
す
る
大
平
に
、
正
常
化
を
具
体
的
に
ど
う
展
開
す
る

か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
雷
う
必
要
は
な
い
が
、
と
に
か
く
日
中
正
常
化
を
や
る
と
の
は
っ
き
り
し
た
考
え
だ
け
は
第
一
声
と
し
て
打
ち
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
べ
き
だ
と
、
古
井
は
進
言
し
た
。
七
日
の
初
閣
議
の
あ
と
田
中
首
相
は
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交
正
常
化
を
急
ぐ
之
の
談
話
を
発
表
し
、

国
交
圓
復
に
取
り
組
む
意
思
を
公
に
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
七
月
九
日
、
周
恩
来
は
田
中
内
閣
成
立
と
国
交
正
常
化
を
目
指
す
政
策
に
歓
迎

を
表
明
し
た
。

　
田
中
内
閣
成
立
後
、
日
中
国
交
正
常
化
に
む
け
て
ど
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
ど
う
い
う
案
を
持
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
古
井
は
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⑥

大
平
と
何
圏
に
も
わ
た
り
会
談
を
重
ね
、
田
中
首
相
の
了
承
を
得
た
り
、
決
断
を
求
め
た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

会
談
で
検
討
さ
れ
た
の
は
、
①
日
米
安
保
条
約
の
存
続
を
前
提
と
し
て
中
国
が
果
た
し
て
国
交
正
常
化
に
応
ず
る
か
ど
う
か
、
②
国
交
正
常
化

後
も
台
湾
と
の
間
で
経
済
的
、
文
化
的
関
係
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
③
日
華
平
和
条
約
が
そ
の
締
結
時
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
無
効
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
み
効
力
を
失
う
と
す
る
措
置
に
中
国
側
が
同
意
す
る
か
ど
う
か
、
④
膨
大
な
額
に
の
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
と
思
わ
れ
る
対
日
賠
償
要
求
を
中
国
側
が
放
棄
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
の
諸
点
で
あ
っ
た
。

　
同
じ
時
期
、
中
国
側
は
日
中
国
交
回
復
を
準
備
す
る
た
め
に
、
周
恩
来
総
理
が
自
ら
指
揮
を
と
っ
て
、
日
本
班
を
組
織
し
、
滲
承
志
を
は
じ

め
に
、
文
化
大
革
命
で
失
脚
し
た
知
日
派
を
次
々
と
呼
び
戻
し
た
。
七
二
年
七
月
三
日
に
は
、
新
し
い
中
日
備
忘
録
貿
易
忍
事
処
東
京
連
絡
処

首
席
代
表
と
し
て
知
日
派
の
肖
向
前
を
送
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
七
月
四
日
に
、
前
首
席
代
表
の
孫
平
化
を
団
長
と
す
る
上
海
舞
劇
団
一
行
を
派

遣
し
、
積
極
的
な
対
日
工
作
を
展
開
し
た
。
孫
は
肖
暮
雪
と
と
も
に
各
友
好
団
体
の
責
任
者
や
財
界
、
政
界
、
新
聞
な
ど
各
界
の
友
人
や
関
係

者
と
会
談
し
、
日
中
関
係
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
七
月
二
〇
日
の
田
川
誠
一
と
の
会
談
に
お
い
て
、
孫
は
、
中
国
と
し
て
は
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
田
中
首
相
が
訪
中
す
れ
ば
、
田
中
を

困
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
、
台
湾
問
題
に
つ
い
て
は
、
両
首
脳
が
バ
ラ
を
割
っ
て
話
し
合
え
ば
、
そ
の
解
決
方
法
を
見
出
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
が
で
き
る
と
述
べ
、
当
時
鳥
取
県
帰
郷
中
の
古
井
に
も
こ
の
話
を
伝
え
る
よ
う
に
と
、
田
川
に
頼
ん
だ
。
さ
ら
に
、
七
月
二
二
日
と
八
月
一

一
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
孫
は
大
平
外
相
と
会
談
し
、
田
中
首
相
の
訪
中
を
要
講
し
た
が
、
日
本
政
府
は
第
二
圓
の
大
平
・
孫
会
談
の
席
上
で
、

田
中
訪
中
を
正
式
に
圓
答
し
た
。
八
月
一
五
日
に
は
、
田
中
首
相
自
ら
孫
、
肖
と
会
談
し
、
孫
は
中
国
側
は
田
中
首
相
の
訪
中
を
心
か
ら
歓
迎

　
　
　
　
　
　
⑨

す
る
旨
を
伝
え
た
。

　
こ
の
間
、
七
月
一
二
日
に
社
会
党
前
委
員
長
佐
々
木
更
三
が
訪
中
、
七
月
二
五
日
に
は
、
竹
入
義
勝
公
明
党
委
員
長
が
北
京
を
訪
れ
た
。
竹

入
の
回
想
で
は
、
佐
々
木
が
日
本
に
戻
っ
て
き
て
、
大
ぶ
ろ
し
き
を
広
げ
た
も
の
だ
か
ら
、
二
番
煎
じ
の
よ
う
な
気
が
し
て
、
中
国
に
行
こ
う

か
行
く
ま
い
か
考
え
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
古
井
が
竹
入
に
、
ぜ
ひ
行
け
、
野
党
で
責
任
の
な
い
自
由
な
立
場
か
ら
、
遠
慮
な
し
に
向
こ
う
に
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古井喜：実と日中国交正常化（鹿）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ぶ
つ
か
っ
て
、
向
こ
う
の
考
え
を
引
き
出
し
て
く
る
よ
う
に
と
強
く
勧
め
た
の
で
、
行
く
決
心
を
固
め
た
。
訪
中
し
た
竹
入
は
、
日
中
国
交
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

復
に
関
す
る
中
国
原
案
と
周
総
理
と
竹
入
と
の
会
談
を
克
明
に
記
述
し
た
い
わ
ゆ
る
「
竹
入
メ
モ
」
を
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
出
発
前
に
竹

入
は
古
井
と
何
園
か
会
い
、
北
京
滞
在
中
も
何
回
か
古
井
に
国
際
電
話
を
入
れ
、
事
態
の
進
行
状
況
を
連
絡
し
、
古
井
が
こ
れ
を
大
平
に
伝
え

⑫た
。
日
本
に
戻
っ
た
竹
入
は
、
「
竹
入
メ
モ
」
の
内
容
を
田
中
首
栢
、
大
平
外
相
に
報
告
し
、
ま
た
、
「
田
中
さ
ん
に
恥
を
か
か
せ
ま
せ
ん
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

安
心
し
て
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
周
恩
来
の
要
請
を
伝
え
た
。

　
「
竹
入
メ
モ
」
を
見
る
と
、
竹
入
は
、
日
本
国
内
の
政
治
情
勢
を
率
直
に
先
方
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
前
述
し
た
よ
う
な
田
中
・
大
平
の
疑

問
を
ぶ
つ
け
て
、
中
国
側
か
ら
賠
償
請
求
権
の
放
棄
、
日
米
安
保
体
制
の
容
認
な
ど
数
多
く
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
田
中
・
大
平
は
最
後
の
決
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
古
井
は
大
平
外
相
と
、
い
つ
出
発
す
る
か
、
田
中
総
理
自
身
が
い
く

か
ど
う
か
、
行
っ
て
何
を
す
る
か
、
ど
こ
ま
で
の
こ
と
を
や
っ
て
く
る
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
八
月
一
杯
検
討
し
続
け
た
。

　
し
か
し
、
最
後
の
詰
め
ば
外
務
省
当
局
が
中
国
側
と
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
側
原
案
に
は
外
務
省
と
し
て
の
め
な
い
点
が
い
く

つ
か
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
「
戦
争
状
態
の
終
結
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
条
約
論
か
ら
い
え
ば
、
日
本
と
中
国
と
の
戦
争
状
態
は
日
華
平
和
条
約
で
す
で
に

終
了
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
中
国
案
に
あ
る
「
戦
争
状
態
」
と
い
う
表
現
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
外
務
省
の
主
張
で
あ

り
、
北
京
で
の
交
渉
の
際
に
、
中
国
側
に
表
現
を
変
え
る
よ
う
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
し
も
中
国
側
が
あ
く
ま
で
「
戦
争
状
態
の
終
了
」

と
い
う
用
字
に
こ
だ
わ
る
場
合
に
は
、
中
国
側
が
一
方
的
に
戦
争
状
態
の
終
了
を
宣
言
す
る
の
を
認
め
る
こ
と
で
、
妥
協
を
は
か
る
と
の
意
見

に
落
ち
着
い
た
。

　
第
二
に
、
復
交
三
原
則
中
に
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
中
圏
を
代
表
す
る
唯
｝
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
、
台
湾
は
中
華
入
管
共
和
国
の

領
土
の
不
可
分
な
一
部
で
あ
る
こ
と
、
日
台
条
約
は
不
法
・
無
効
で
あ
り
、
廃
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
側
は
、

日
華
平
和
条
約
の
締
結
そ
れ
自
体
は
有
効
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
共
同
声
明
で
復
交
三
原
則
全
部
に
理
解
を
示
す
の
は
無
理
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が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
結
局
、
復
交
三
原
則
を
分
離
し
、
第
一
の
原
則
は
そ
の
ま
ま
承
認
し
、
第
二
の
原
則
に
つ
い
て
も
、
日
本
も
そ
れ
を

「
理
解
し
、
尊
重
す
る
」
こ
と
を
声
明
す
る
が
、
第
三
項
は
日
中
共
同
声
明
か
ら
は
削
除
し
、
共
同
声
明
発
表
と
同
時
に
、
日
本
政
府
が
独
自

の
立
場
か
ら
日
華
平
和
条
約
の
失
効
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
で
処
理
す
る
立
場
で
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
三
に
、
第
五
項
の
覇
権
条
項
の
扱
い
に
つ
い
て
、
覇
権
と
い
う
表
現
は
曖
昧
す
ぎ
て
、
で
き
れ
ば
共
同
声
明
か
ら
削
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と

の
意
見
が
条
約
局
か
ら
出
さ
れ
、
最
終
的
処
理
は
先
方
と
の
話
し
合
い
の
結
果
を
み
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
四
に
、
第
七
項
に
お
い
て
、
中
国
案
は
「
賠
償
請
求
権
」
と
い
う
字
句
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
と
中
国
に
「
対
日
請
求
権
」
が
あ
る

こ
と
を
日
本
側
が
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
中
国
の
対
日
賠
償
請
求
権
放
棄
を
規
定
し
た
日
華
平
和
条
約
と
矛
盾
す
る
た
め
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
も
中
国
案
に
あ
る
「
請
求
権
」
の
「
権
」
を
削
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
節
　
最
後
の
調
整
と
古
井
喜
実

　
こ
う
し
て
、
中
甲
案
に
対
応
す
る
日
本
案
が
大
体
ま
と
ま
っ
た
が
、
こ
れ
を
中
国
側
に
伝
え
、
考
え
方
の
違
う
点
を
中
国
側
と
調
整
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
竹
入
訪
中
の
際
、
「
竹
入
先
生
が
帰
っ
て
内
閣
が
決
定
す
れ
ば
、
草
案
準
備
に
信
頼
出
来
る
人
を
寄
超
す
か
否
か
は
田
中
首

　
　
　
　
　
　
⑮

相
に
ま
か
せ
ま
す
」
と
周
恩
来
は
述
べ
た
が
、
こ
の
最
後
の
調
整
は
中
国
側
と
の
間
に
信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
、
で
き
な
い
仕
事
で
あ
る
。
松

村
亡
き
後
、
中
震
側
が
最
も
信
頼
を
寄
せ
て
き
た
の
は
古
井
で
あ
る
。
田
中
内
閣
と
し
て
は
、
当
初
は
古
井
、
田
川
を
含
め
て
三
、
四
人
の
ご

く
少
数
を
派
遣
し
て
事
前
折
衝
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
話
が
漏
れ
る
と
、
～
時
は
百
人
に
も
達
す
る
同
行
希
望
者
が
名
乗
り
を
あ

げ
る
始
末
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
名
目
を
変
え
て
、
八
月
三
〇
日
に
、
古
井
、
田
川
、
松
本
俊
一
の
書
名
が
田
中
訪
中
の
根
回
し
の
た
め
に
訪

中
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
め
た
。
そ
の
目
的
は
、
九
月
末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
日
中
首
脳
会
談
の
討
議
内
容
に
つ
い
て
最
終
的
な
詰
め
を
行
な

う
こ
と
、
と
く
に
復
交
三
原
則
を
は
じ
め
台
湾
問
題
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
意
見
調
整
を
行
な
い
、
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
案
文
に
つ
い
て
事
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
調
整
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
九
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
小
坂
善
太
郎
訪
中
団
に
は
、
田
中
・
大
平
の
訪
中
前
の
調
整
工
作
や
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古井喜実と日中国交正常化（鹿）

根
圓
し
が
期
待
で
き
そ
う
に
も
な
い
と
の
事
情
も
、
古
井
ら
の
訪
中
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
に
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
小
坂
訪
中
団
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
と
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
自
民
党
内
で
は
、
日
中
国
交
正
常
化
推
進
派
が
多
数

派
に
な
り
、
台
湾
擁
護
派
が
少
数
派
に
な
っ
た
が
、
台
湾
擁
護
派
を
圧
倒
す
る
だ
け
の
力
を
推
進
派
は
持
ち
得
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
田
中

内
閣
が
誕
生
し
た
直
後
に
、
国
交
正
常
化
の
た
め
の
合
意
づ
く
り
を
任
務
と
し
た
「
自
民
党
日
中
国
交
正
常
化
協
議
会
」
（
小
坂
善
太
郎
会
長
）

が
発
足
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
「
台
湾
問
題
は
中
国
の
内
政
問
題
で
あ
る
」
「
日
中
正
常
化
の
暁
に
は
日
台
関
係
が
断
絶
す
る
の
は
や
む
を
得

な
い
」
と
す
る
古
井
、
伊
東
正
義
、
川
崎
秀
二
ら
国
交
正
常
化
推
進
派
と
、
台
湾
と
の
外
交
関
係
断
絶
、
日
華
平
和
条
約
の
失
効
な
ど
に
反
対

す
る
賀
屋
興
宣
、
中
川
～
郎
、
藤
尾
正
行
ら
台
湾
擁
護
派
と
の
間
で
激
し
い
議
論
が
続
い
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
九
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
た
田

中
訪
中
を
目
前
に
、
党
内
議
論
は
大
詰
め
を
迎
え
、
九
月
八
日
か
ら
開
か
れ
た
同
協
議
会
の
総
会
で
は
、
台
湾
と
の
従
来
の
関
係
が
継
続
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
よ
う
十
分
配
慮
の
う
え
交
渉
す
る
こ
と
で
決
着
が
つ
い
た
。

　
一
応
の
結
論
を
得
た
の
で
、
小
坂
を
団
長
と
す
る
四
五
人
の
自
民
党
訪
中
団
が
九
月
　
四
日
に
北
京
を
訪
問
し
た
。
も
と
も
と
小
坂
訪
中
団

の
目
的
は
、
日
中
復
交
が
社
会
党
や
公
明
党
な
ど
の
先
導
に
よ
り
野
党
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
と
の
印
象
を
与
え
な
い
た
め
に
、
自
民

党
代
表
団
に
よ
っ
て
田
中
訪
中
の
お
膳
立
て
が
な
さ
れ
た
と
い
う
形
を
守
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
古
井
ら
が
田
中
訪
中
の

準
備
の
た
め
に
、
小
坂
訪
中
団
と
は
別
に
北
京
に
先
発
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
小
坂
ら
は
「
小
坂
訪
中
団
の
使
命
が
ぼ
け
て
は
…
…
」
と
反
対

し
て
い
た
。
ま
た
、
日
中
首
脳
会
談
の
事
前
折
衝
の
た
め
古
井
ら
が
訪
中
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
記
事
が
新
聞
に
出
る
と
、
同
協
議
会
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
ら
、
首
相
訪
中
の
先
遣
隊
と
し
て
党
内
か
ら
訪
中
団
を
送
り
込
み
、
事
前
折
衝
を
さ
せ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
意
見
が
出
て
き
た
。
一
方
、
政

府
は
す
で
に
レ
ー
ル
が
し
か
れ
て
い
る
の
に
、
タ
カ
派
を
ま
じ
え
た
党
の
「
混
成
部
隊
」
が
北
京
で
ピ
ン
ト
は
ず
れ
な
議
論
で
も
し
て
、
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ブ
ル
で
も
起
こ
さ
れ
て
は
と
、
訪
中
団
の
派
遣
に
は
あ
ま
り
乗
気
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
、
協
議
会
を
刺
激
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
古
井
ら
の
訪
中
は
、
表
向
き
は
覚
書
貿
易
交
渉
の
名
目
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
以
下
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
古
井
ら
の
使
命
は
、
田
中
訪
中
に
備
え
て
の
事
前
折
衝
で
あ
り
、
最
後
の
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詰
め
を
行
な
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
九
月
九
日
、
古
井
は
田
川
、
松
本
を
同
伴
し
て
訪
中
し
た
。
翌
一
〇
日
、

を
次
の
よ
う
に
口
頭
で
説
明
し
た
。

古
井
　
行
は
屡
承
志
の
自
宅
を
尋
ね
、
日
本
政
府
の
草
案
の
要
点

一
、
日
中
首
脳
会
談
で
の
合
意
事
項
は
、
共
同
声
明
と
す
る
。

一
、
日
本
側
は
、
共
同
声
明
を
国
会
に
批
准
し
な
い
で
、
報
告
事
項
と
す
る
。

一
、
共
同
声
明
の
前
文
で
は
、
①
日
本
は
、
過
去
の
戦
争
に
対
し
て
、
深
く
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
、
②
日
中
両
国
は
、
一
衣
帯
水
の
関
係
に
あ
り
、
両
国

の
国
交
正
常
化
は
、
ア
ジ
ア
及
び
世
界
の
平
和
に
大
き
く
役
立
つ
も
の
で
あ
る
、
③
両
国
は
、
政
治
、
経
済
体
制
が
違
っ
て
も
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ
っ

て
友
好
関
係
を
維
持
す
る
、
と
の
諸
点
を
表
明
す
る
。

一
、
本
文
に
は
、
①
日
中
両
国
は
、
共
同
声
明
で
戦
争
の
終
結
を
表
明
す
る
、
②
日
本
は
、
中
華
人
民
共
和
国
を
中
国
を
代
表
す
る
唯
一
の
合
法
政
府
と
認

め
、
直
ち
に
外
交
関
係
を
結
び
、
す
み
や
か
に
大
使
を
交
換
す
る
、
③
台
湾
は
中
華
人
民
共
和
国
の
領
土
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
、
日
本
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

分
理
解
し
、
尊
重
す
る
、
と
の
諸
点
を
盛
込
む
。

　
古
井
は
補
足
説
明
と
し
て
、
要
綱
の
表
現
に
は
申
国
側
に
難
色
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
国
内
事
情
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

骨
子
を
基
礎
に
中
国
側
の
検
討
を
要
請
し
た
い
と
付
け
加
え
、
さ
ら
に
、
台
湾
と
の
断
交
に
つ
い
て
は
、
共
同
声
明
に
は
盛
ら
な
い
が
、
外
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
臣
の
談
話
な
い
し
声
明
と
い
う
形
で
、
共
同
声
明
調
印
の
直
後
に
日
本
側
か
ら
発
表
す
る
、
と
説
明
し
た
。

　
屡
承
志
は
早
速
毛
沢
東
主
席
と
周
恩
来
総
理
に
報
告
し
た
。
九
月
～
二
日
、
周
恩
来
は
歓
迎
宴
を
設
け
、
日
本
政
府
の
「
共
同
声
明
」
素
案

作
り
に
果
た
し
た
古
井
の
役
割
を
高
く
評
価
し
、
「
貴
方
は
、
決
し
て
表
に
出
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
中
日
両
国
の
関
係
改
善
に
奔
走
さ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
れ
ま
し
た
。
中
日
両
国
の
影
武
者
と
は
、
正
に
古
井
先
生
の
こ
と
で
す
」
と
そ
の
功
績
を
讃
え
た
。
そ
の
後
席
を
改
め
て
、
日
本
側
素
案
に

対
す
る
中
国
側
の
立
場
を
説
明
し
た
。
そ
れ
は
、
①
中
日
国
交
正
常
化
は
排
他
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
、
②
戦
争

状
態
の
終
結
に
つ
い
て
の
表
明
の
内
容
は
、
中
国
側
の
考
え
と
ぴ
っ
た
り
合
わ
な
い
点
が
あ
る
、
③
復
交
三
原
則
に
対
し
て
日
本
側
の
総
括
的
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な
態
度
表
明
が
望
ま
し
い
、
④
日
華
平
和
条
約
廃
棄
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
が
｝
方
的
措
置
を
と
る
と
い
う
考
え
方
に
は
同
意
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

よ
い
が
、
日
本
政
府
は
い
つ
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
形
で
の
表
明
を
考
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
は
、
周
は
、
共

同
声
明
の
前
文
、
本
文
を
問
わ
ず
、
そ
の
表
現
は
田
中
、
大
平
が
来
訪
し
た
時
に
会
談
を
通
じ
て
煮
詰
め
る
が
、
解
決
は
決
し
て
困
難
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
と
の
考
え
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
会
見
の
内
容
は
秘
密
と
し
、
大
平
外
相
に
も
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
釘
を
さ
し
た
。

　
古
井
ら
は
秘
密
を
守
る
た
め
に
、
小
坂
訪
中
団
と
の
接
触
を
避
け
、
東
北
旅
行
に
出
か
け
た
が
、
九
月
一
九
日
北
京
に
戻
る
と
、
当
日
の
深

夜
一
二
時
か
ら
二
時
過
ぎ
ま
で
、
周
総
理
が
古
井
を
単
独
で
招
い
て
会
談
し
、
中
国
側
の
方
針
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
古
井
も
重
ね
て
意
見
を

述
べ
た
。
こ
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
、
古
井
は
、
基
本
的
に
は
双
方
の
間
に
克
服
で
き
な
い
困
難
は
な
い
、
問
題
は
表
現
上
の
点
に
あ
る
と
の

確
信
を
得
た
。
古
井
は
周
に
「
中
国
側
の
考
え
は
よ
く
分
っ
た
。
こ
の
あ
と
ど
う
進
め
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
ら
、
周
は
、
「
田
中
首
相
が

訪
中
さ
れ
て
か
ら
決
め
て
も
問
題
は
な
い
が
、
た
だ
、
貴
方
を
通
じ
て
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
も
い
い
。
私
た
ち
は
、
ど
の
や
り
方
で
進
め

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
も
良
い
」
と
答
え
た
。
会
談
終
了
後
、
古
井
は
大
平
外
相
宛
て
に
、
従
来
の
経
過
を
詳
し
く
述
べ
た
手
紙
を
書
き
、
二
〇
日
に
日
本
に
帰
国

す
る
外
務
省
の
中
国
課
長
橋
本
恕
に
託
し
た
。
手
紙
の
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
詰
め
ば
困
難
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、
田
中
総
理
や
大
平
外

相
が
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
正
式
会
談
で
決
め
た
ら
よ
い
と
思
う
が
、
そ
れ
と
も
こ
の
う
え
私
の
手
で
さ
ら
に
詰
め
る
か
、
暗
号
電
報
で
大
平
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

意
向
を
連
絡
し
て
ほ
し
い
旨
を
述
べ
た
。
二
二
日
夕
方
、
大
平
外
相
か
ら
「
重
要
な
任
務
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
。
あ
と
の
交
渉
は
、
首
相
訪
中
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
政
府
が
行
う
」
と
の
暗
号
電
報
が
戻
っ
て
き
た
。

　
す
で
に
、
小
坂
訪
中
団
に
同
行
し
て
き
た
橋
本
恕
中
国
課
長
は
、
大
平
外
相
の
伝
言
と
し
て
、
古
井
、
田
川
の
二
人
が
北
京
に
い
る
こ
と
は

自
民
党
内
に
刺
激
を
与
え
る
の
で
、
小
坂
訪
中
団
が
帰
る
と
き
に
一
緒
に
帰
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
要
望
を
伝
え
て
い
た
。
古
井
と
し
て
は
、
こ

こ
ま
で
く
れ
ば
復
交
の
調
印
式
を
見
た
う
え
で
、
帰
国
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
政
府
・
自
民
党
の
方
は
、
そ
れ
を
迷
惑
が
っ
て
い
る
様
子

が
あ
り
あ
り
と
窺
が
え
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
田
川
は
、
「
日
中
間
の
暗
い
、
冷
た
い
時
代
か
ら
苦
労
し
て
パ
イ
プ
を
つ
な
い
で
き
た
私
た
ち
が
、

表
舞
台
に
も
出
な
い
で
調
整
工
作
し
て
い
る
の
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
～
部
の
人
た
ち
の
気
持
は
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
。
大
平
外
相
は
、

89　（　337　）



党
内
に
波
乱
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
私
た
ち
に
帰
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
の
だ
が
、
私
た
ち
も
勝
手
に
き
た
の
で
は
な
い
」
と
不
満
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

古
井
も
激
怒
し
て
い
た
。

　
中
国
側
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
は
日
本
サ
イ
ド
の
問
題
だ
か
ら
、
二
人
を
調
印
式
ま
で
残
し
て
く
れ
と
は
日
本
側
に
は
言
え
な
い
。
特
に
古

井
ら
と
小
坂
訪
中
団
と
の
関
係
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
、
中
国
側
と
し
て
は
、
古
井
ら
に
残
っ
て
ほ
し
い
気
持
は
十
分
あ
っ
て
も
切
り
出
せ
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
二
二
日
夜
に
な
っ
て
、
外
務
省
か
ら
北
京
の
日
本
覚
書
貿
易
事
務
所
に
～
通
の
暗
号
電
報
が
入
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
「
田

中
首
相
一
行
の
北
京
滞
在
中
、
古
井
ら
二
人
は
別
行
動
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
党
内
へ
の
配
慮
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ

　
⑳つ
た
。
こ
う
な
っ
た
以
上
、
古
井
ら
も
こ
の
ま
ま
中
国
に
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
急
遽
、
二
四
日
に
全
日
空
の
特
別
機
で
帰
国
し
た
。

翌
日
の
二
五
日
に
田
中
首
相
一
行
が
中
国
へ
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
こ
こ
ま
で
苦
労
し
、
日
中
国
交
正
常
化
に
尽
力
し
て
き
た
古
井
で
あ
っ
た
が
、
肝
心
の
日
中
国
交
正
常
化
の
表
舞
台
に
出
る
こ

と
な
く
帰
国
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
小
坂
訪
中
団
中
の
一
部
が
、
古
井
ら
が
北
京
に
い
て
田
中
訪
中
の

地
な
ら
し
を
し
て
い
る
こ
と
を
、
快
く
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
大
平
の
心
配
が
あ
っ
た
。
大
平
の
心
配
は
確
か
で
あ
っ
た
が
、
問
題
は
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
日
中
交
渉
は
意
外
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
き
た
た
め
に
、
こ
れ
に
反
対
す
る
勢
力
の
動
き
も
、
日
を
追
っ
て
高
ま

り
、
と
く
に
大
平
の
自
宅
に
は
脅
迫
状
ま
が
い
の
も
の
が
頻
々
と
投
げ
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
周
辺
の
も
の
が
身
の
危
険
を
案
じ
る
ほ
ど
で

　
　
⑳

あ
っ
た
。
ま
た
、
自
民
党
内
で
は
、
日
中
復
交
時
に
台
湾
と
の
外
交
関
係
を
断
絶
す
る
こ
と
に
対
す
る
右
派
議
員
の
抵
抗
が
激
し
く
、
党
内
の

意
見
を
調
整
す
る
た
め
に
、
田
中
は
自
民
党
内
最
右
派
の
集
団
で
あ
る
「
素
心
会
」
や
、
親
台
湾
派
の
「
外
交
問
題
懇
談
会
」
と
接
触
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
党
内
へ
の
配
慮
」
と
は
、
ま
ず
以
上
の
よ
う
な
自
民
党
内
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
「
党
内
の
焼
き
餅
と

外
務
官
僚
の
面
子
意
識
か
ら
私
を
排
除
し
た
い
空
気
が
強
く
、
田
中
・
大
平
両
氏
も
、
も
う
こ
の
上
用
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
様
子
に
響
い
て

　
⑳
き
た
」
と
、
古
井
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
田
中
、
大
平
及
び
外
務
省
と
し
て
は
、
古
井
ら
が
国
交
正
常
化
ま
で
中
国
に
滞
在
し
続
け
れ
ば
、

自
分
た
ち
の
功
績
が
ぼ
け
し
ま
う
の
を
心
配
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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古
井
ら
に
す
れ
ば
、
国
交
正
常
化
を
目
前
に
し
て
、
長
い
間
苦
労
し
て
き
た
自
分
た
ち
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
強
い
不
平
を
も
っ

た
と
し
て
も
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
自
分
た
ち
の
役
割
は
ち
ゃ
ん
と
果
た
し
た
た
め
、
悔
い
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
帰
国
後
、
古
井
は
大

平
送
呈
と
会
っ
て
、
周
総
理
と
の
二
度
に
わ
た
る
会
談
の
内
容
を
詳
細
に
報
告
し
た
。
大
平
は
、
古
井
の
報
告
を
通
じ
て
周
の
考
え
方
を
具
体

的
に
つ
か
み
、
日
本
政
府
の
共
同
声
明
素
案
を
ど
う
修
正
す
る
か
に
つ
い
て
、
田
中
と
相
談
し
た
。

　
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
と
台
湾
に
対
す
る
事
前
説
明
で
あ
る
が
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
へ
は
、
八
月
一
三
日
、
九
月
一
日
の
日
米
首
脳
会
談
に
お

い
て
、
日
米
安
保
条
約
を
維
持
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
台
湾
へ
は
、
椎
名
悦
三
郎
自
民
党
総
裁
が
首
相
特
使
の
形
で
派
遣
さ
れ
た
。
こ
う
し

て
、
田
中
訪
中
へ
の
地
な
ら
し
は
す
べ
て
整
い
、
九
月
二
一
日
、
日
中
両
国
政
府
は
、
田
中
首
相
が
九
月
二
五
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
訪
中
す
る

と
の
同
時
発
表
を
行
な
っ
た
。
九
月
二
五
日
、
田
中
首
相
と
大
平
外
相
は
、
二
階
堂
進
山
房
長
息
及
び
五
二
名
の
政
府
職
員
と
共
に
専
用
機
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

北
京
に
到
着
し
、
九
月
二
九
日
に
日
中
両
国
政
府
の
共
同
声
明
調
印
式
が
行
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
日
中
共
同
声
明
は
、
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
古
井
が
九
月
九
日
に
説
明
し
た
日
本
側
の
意
見
が
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
戦
争

終
結
問
題
は
、
「
戦
争
状
態
」
で
は
な
く
、
「
不
正
常
な
状
態
」
と
い
う
文
学
的
な
表
現
で
処
理
さ
れ
、
復
交
三
原
則
を
全
文
と
正
文
に
分
散
配

置
し
、
第
一
項
を
認
め
な
が
ら
、
第
二
引
す
な
わ
ち
台
湾
の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第
八
項
に
基
づ
く
立
場
を

堅
持
す
る
」
と
の
表
現
で
逃
げ
た
。
第
三
項
の
「
日
台
断
交
」
は
大
平
が
別
個
に
「
外
相
談
話
」
で
処
理
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
争
賠
償
に
つ
い

て
は
、
「
請
求
権
」
を
「
請
求
」
に
変
更
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
後
に
大
き
な
外
交
問
題
と
し
て
「
．
覇
権
問
題
」
が
浮
上
す
る
が
、
こ
の
共

同
声
明
に
よ
っ
て
、
日
中
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
戦
争
終
結
、
台
湾
、
日
米
安
保
条
約
な
ど
の
問
題
点
は
す
べ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
調
印
式
の
当
B
、
古
井
は
N
H
K
の
ス
タ
ジ
オ
で
北
京
の
情
景
を
眺
め
な
が
ら
対
談
を
し
た
。
彼
は
、
本
来
な
ら
ば
、
松
村
先
生
が
姿
を
見

せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
自
分
は
身
代
り
に
過
ぎ
な
い
と
残
念
に
思
い
な
が
ら
、
日
中
関
係
の
険
し
い
道
を
歩
ん
で
き
た
苦
節
十
三
年
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

月
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。
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①
早
坂
茂
三
前
掲
『
政
治
家
田
申
角
栄
㎞
三
六
三
頁
、
同
『
早
坂
茂
三
の
田
中
角

　
栄
回
想
録
』
（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）
二
一
七
～
一
＝
八
頁
が
詳
し
い
。

②
「
第
六
十
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
扁
（
昭
和
圏
七
年
三
月
；
二
日
）

③
「
転
換
期
の
『
安
保
ヒ
〈
五
三
〉
『
毎
日
新
聞
腕
～
九
七
八
年
八
月
一
八
日
。

　
「
竹
入
証
雷
」
石
井
明
他
前
掲
書
、
二
〇
〇
頁
。

④
大
平
正
芳
回
想
録
刊
行
会
編
集
兼
発
行
『
大
平
正
芳
回
想
録
伝
記
編
謡
（
大

　
平
正
芳
回
想
録
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）
三
二
三
頁
。

⑤
古
井
「
日
申
国
交
正
常
化
の
秘
話
」
噛
中
央
公
論
輪
昭
和
四
七
年
＝
万
号
。

⑥
「
古
井
磁
器
」
前
掲
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
中
復
交
㎞
さ
二
～
六
四
頁
。

⑦
前
掲
『
大
平
正
芳
圓
想
録
伝
記
編
』
三
二
四
～
三
二
五
頁
。

⑧
前
掲
『
田
鰻
日
記
臨
三
四
四
⊥
二
四
五
頁
。

⑨
孫
平
化
前
掲
書
、
　
六
二
一
一
七
帖
頁
。

⑩
「
古
井
証
言
」
前
掲
隅
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
中
復
交
嚇
六
四
頁
。

⑪
　
な
お
、
「
竹
入
メ
モ
」
は
、
一
九
八
○
年
五
月
一
一
三
日
朝
日
薪
聞
朝
刊
特
集
欄

　
で
紹
介
さ
れ
、
永
野
信
利
前
掲
審
、
二
九
～
三
〇
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇

　
〇
｝
年
六
月
外
務
省
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
、
石
井
明
亮
編
箭
掲
潜
、
四
i
四
二
頁

　
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
国
原
案
の
大
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
中
華
人
民
共
和
国
と
日
本
国
と
の
間
の
戦
争
状
態
は
、
こ
の
声
明
が
公
表
さ

　
　
れ
る
日
に
終
了
す
る
。

　
　
　
日
本
政
府
は
、
申
愛
野
畏
共
和
国
政
府
が
提
出
し
た
中
日
国
交
圏
復
の
三
原

　
　
則
を
十
分
に
理
解
し
、
中
華
入
民
共
和
国
政
府
が
、
中
国
を
代
表
す
る
唯
…
の

　
　
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
両
国
政
府
は
、
外
交
関

　
　
係
を
樹
立
し
、
大
使
を
交
換
す
る
。

　
　
　
双
方
は
、
中
日
両
国
の
国
交
の
樹
立
が
、
両
国
人
民
の
長
期
に
わ
た
る
願
望

　
　
に
も
合
致
し
、
世
界
各
国
人
民
の
利
益
に
も
合
致
す
る
こ
と
を
声
明
す
る
。

　
　
　
双
方
は
、
主
権
と
領
土
保
全
の
相
互
尊
重
、
相
互
不
可
侵
、
内
政
の
相
互
不

　
　
干
渉
、
平
等
・
互
恵
、
平
和
共
存
の
五
原
則
に
基
づ
い
て
、
中
日
両
国
の
関
係

　
　
を
処
理
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。
中
日
両
国
間
の
紛
争
は
三
原
則
に
基
づ
き
、

　
　
平
和
的
な
話
合
い
を
通
じ
て
解
決
し
、
武
力
や
武
力
に
よ
る
威
嚇
に
訴
え
な
い
。

　
　
　
双
方
は
、
中
日
両
国
の
ど
ち
ら
の
側
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
覇
権
を
求
め

　
　
ず
、
い
ず
れ
の
側
も
他
の
い
か
な
る
国
、
あ
る
い
は
、
国
家
集
団
が
、
こ
う
し

　
　
た
覇
権
を
う
ち
た
て
よ
う
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
声
明
す

　
　
る
。

　
　
　
双
方
は
、
両
国
の
外
交
関
係
が
樹
立
さ
れ
た
後
、
平
和
共
存
の
五
原
則
に
基

　
　
づ
い
て
、
平
和
友
好
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

　
　
　
中
日
両
国
入
罠
の
友
誼
の
た
め
、
中
華
入
民
共
和
国
政
府
は
、
日
本
国
に
対

　
　
す
る
戦
争
賠
償
の
請
求
権
を
放
棄
す
る
。

　
　
　
中
華
人
民
共
和
国
政
府
と
日
本
国
政
府
は
、
両
国
間
の
経
済
と
文
化
関
係
を

　
　
一
膚
発
展
さ
せ
、
人
的
往
来
を
拡
大
す
る
た
め
、
平
和
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ

　
　
る
前
に
必
要
と
既
存
の
取
極
に
基
づ
い
て
、
通
商
、
航
海
、
気
象
、
漁
業
、
郵

　
　
便
、
科
学
技
術
な
ど
の
協
定
を
そ
れ
ぞ
れ
締
結
す
る
。

⑫
「
古
井
説
言
」
前
掲
隅
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
中
復
交
輪
六
四
頁
。
竹
入
が
日
中

　
復
交
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
…
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
見

　
解
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
別
枝
行
夫
氏
は
、
自
昆
、
民
社
、
社
会
党
は
い
ず
れ

　
も
そ
の
党
内
に
対
中
政
策
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
存
在
し
て
い
た
が
、
公
明
党
は
唯

　
一
の
例
外
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
別
枝
行
央
前
掲
論
文
「
日
中
国
交
正
栄

　
化
の
政
治
過
程
－
政
策
決
定
者
と
そ
の
行
動
の
背
景
一
」
）
。
竹
入
自
身
は
、

　
中
国
側
と
の
問
に
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ

　
と
述
べ
、
「
歴
史
の
歯
車
が
回
る
時
、
や
は
り
信
頼
関
係
と
い
う
潤
滑
油
が
必
要

　
で
、
そ
れ
が
歴
史
の
横
糸
を
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い

　
る
（
「
竹
入
証
言
」
石
井
明
馬
穴
前
掲
書
、
二
〇
七
頁
）
。

⑬
「
竹
入
証
言
」
石
井
明
他
編
前
掲
書
、
二
〇
五
頁
。

⑭
永
野
信
利
前
掲
書
、
三
六
～
三
八
頁
。
日
中
復
交
三
原
則
に
外
務
省
が
ど
の
よ

　
う
に
対
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
栗
山
尚
一
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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⑮
門
竹
入
メ
モ
扁
石
井
明
他
前
掲
書
、
一
五
頁
。

⑯
前
掲
『
田
川
日
記
睡
三
五
三
⊥
二
五
四
頁
。

⑰
発
足
以
来
一
ヶ
月
半
の
問
に
協
議
会
は
総
会
三
回
、
蕉
副
会
長
会
議
一
八
圓
、

　
常
任
幹
事
会
一
一
園
の
計
三
二
圓
の
会
議
を
開
催
し
た
の
で
あ
っ
た
。
同
協
議
会

　
が
ま
と
め
た
門
日
中
国
交
正
常
化
に
関
す
る
意
見
集
」
に
寄
せ
ら
れ
た
各
政
治
家

　
の
意
見
は
＝
一
九
頁
に
も
の
ぼ
っ
た
（
宇
治
敏
彦
「
日
中
国
交
正
常
化
協
議
会
と

　
小
坂
訪
中
団
の
思
い
出
」
『
自
由
民
主
睡
五
九
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
。

⑱
前
掲
魍
田
川
日
記
隔
三
五
二
頁
。

⑲
同
前
、
三
七
一
頁
。
実
際
、
屡
承
志
と
会
談
し
た
際
に
、
日
中
国
交
正
常
化
協

　
議
会
の
議
論
の
内
容
の
一
部
が
中
国
側
に
紹
介
さ
れ
、
二
、
三
の
人
た
ち
か
ら
の

　
台
湾
擁
護
論
も
飛
び
出
し
た
。
中
国
側
は
自
民
党
内
の
意
見
が
あ
ま
り
に
も
割
れ

　
て
い
る
の
に
驚
く
と
と
も
に
、
訪
中
団
の
台
湾
問
題
に
対
す
る
見
解
が
あ
い
ま
い

　
な
点
に
不
満
で
あ
っ
た
。

⑳
　
同
前
、
三
五
八
頁
。
古
井
前
掲
「
日
中
国
交
正
常
化
の
秘
話
一
、
王
泰
平
著
・

　
青
木
麗
子
訳
出
大
河
奔
流
臨
（
奈
良
日
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
五
～
一

　
一
一
頁
な
ど
に
も
詳
し
い
。

⑳
前
掲
糊
田
川
日
記
甑
三
五
九
頁
。

⑫
　
王
泰
平
著
・
青
木
麗
子
訳
前
掲
書
、
【
〇
九
頁
。

⑬
　
古
井
前
掲
「
日
中
国
交
正
常
化
の
秘
話
」
。

⑳
　
叫
削
掲
『
m
山
川
日
記
臨
＝
ニ
ハ
七
胃
パ
。

⑳
　
王
泰
平
著
・
青
木
麗
子
訳
前
掲
香
、
＝
○
頁
。
古
井
前
掲
「
日
中
国
交
正
常

　
化
の
秘
話
」
。

⑯
　
古
井
前
掲
「
日
中
国
交
正
常
化
の
秘
話
」
。

⑳
　
前
掲
『
闘
川
日
記
輪
三
七
七
頁
。

　
　
同
前
、
三
六
九
～
三
七
〇
頁
。

⑳
　
同
前
、
三
七
八
頁
。

⑳
　
前
掲
『
大
平
正
芳
圓
想
録
　
伝
記
編
輪
三
三
三
頁
。

⑳
古
井
前
掲
『
目
高
十
八
年
隔
一
二
七
頁
。

⑫
　
田
中
訪
中
と
日
申
首
脳
会
談
の
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
、
永
野
信
利
前
掲
嘗
第

　
二
章
、
王
泰
平
著
・
青
木
麗
子
訳
前
掲
書
、
＝
七
～
二
〇
三
頁
な
ど
が
詳
し
い
。

　
な
お
、
共
同
声
明
前
文
と
本
文
九
条
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
中
国
交
圓
復
促
進

　
議
員
連
盟
編
目
日
申
国
交
回
復
関
係
資
料
集
臨
（
㎝
九
七
四
年
）
な
ど
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。

⑳
　
古
井
前
掲
槻
日
中
十
八
年
翫
　
一
二
九
頁
。

古井喜実と日中国交正常化（鹿）

お
　
わ
　
り
　
に

　
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
米
中
和
解
で
あ
っ
た
。
砂
谷
芳
秀
は
、
古
井
ら
の
自
民
党
内
親
中
派
は
正

常
化
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
国
際
環
境
へ
の
働
き
か
け
と
い
う
よ
り
は
、
国
際
環
境
の
変
化
へ
の
適
応
で
あ
り
、
自
ら
の
中
国
観
に
沿
っ
た
目

的
達
成
の
た
め
に
米
中
和
解
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
利
用
し
た
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
な
が
ら
も
、
彼
ら
は
長
年
日
中
国
交
正
常
化
を
唱
え
て
き

た
の
で
あ
り
、
米
中
和
解
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
中
国
が
対
日
接
近
に
積
極
的
に
な
れ
ば
、
そ
れ
に
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
躇
躇
は

な
か
っ
た
は
ず
だ
と
述
べ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
逆
境
の
中
で
日
中
貿
易
の
ル
ー
ト
維
持
に
努
め
て
き
た
親
中
派
に
と
っ
て
は
、
日
中
国
交
正
常
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①

化
そ
れ
自
体
が
絶
対
的
目
標
で
あ
り
、
米
中
和
解
は
日
中
国
交
正
常
化
を
可
能
に
し
た
環
境
要
因
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
結
果
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
評
価
は
道
理
が
あ
る
が
、
問
題
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
説
明
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
古
井
は
一
九
五
九
年
の
最

初
の
訪
中
か
ら
、
日
中
国
交
樹
立
ま
で
の
十
三
年
間
、
苦
労
を
厭
わ
ず
日
中
間
を
往
来
し
、
L
T
・
M
T
貿
易
ル
ー
ト
を
通
じ
て
日
申
関
係
を

繋
ぎ
、
四
面
楚
歌
の
中
で
復
交
を
唱
え
続
け
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
日
中
関
係
の
発
展
を
古
井
が
支
え
よ
う
と
し
て
き
た
の
は
、
多
年
に
わ
た
る

中
国
と
の
付
き
合
い
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
た
中
国
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
五
九
年
の
最
初
の
訪
中
以
来
、
古
井
は
日
中
関
係
の
重
要
性

を
認
識
し
、
中
国
問
題
は
日
本
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
の
問
題
、
世
界
の
問
題
で
も
あ
り
、
日
本
と
中
国
と
が
う
ま
く
行
か
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ア
ジ
ア
の
安
定
も
、
世
界
の
平
和
も
な
い
と
、
日
中
関
係
打
開
を
唱
え
て
き
た
。
さ
ら
に
、
日
米
中
三
国
関
係
に
お
い
て
日
本
は
中
米
の
懸
け

橋
に
な
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
六
四
年
の
段
階
で
彼
は
「
中
国
問
題
、
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
と
中
国
、
両
国
の
関
係
を
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

節
し
て
い
く
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、
日
本
の
世
界
に
対
す
る
責
任
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
「
私
は
中
華
人
民
共
和
国
と
の
貿
易
促
進
、
ひ
い

て
は
国
交
回
復
に
熱
を
い
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
か
と
い
っ
て
何
も
中
共
一
辺
倒
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
…
…
ベ
ト
ナ
ム
問
題
に
象
徴

的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
南
北
の
関
係
、
つ
ま
り
米
中
を
軸
と
し
て
国
際
情
勢
が
大
き
く
激
動
し
て
い
る
と
き
に
、
…
…
日
本
は
進
ん
で
米
中
の

緩
衝
地
帯
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
方
に
加
担
し
、
一
方
に
対
立
す
る
よ
う
な
外
交
は
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と

　
　
　
④

強
調
し
た
。

　
し
か
し
、
現
実
の
自
民
党
政
権
に
は
こ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
も
古
井
は
十
分
承
知
し
て
い
た
。
彼
は
「
目
の
前
の
日
本
に
は
台
湾
問
題
が
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
に
は
政
府
の
立
場
が
あ
る
」
と
、
政
府
の
立
場
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
、
「
さ
ら
ば

と
い
っ
て
大
陸
中
国
を
無
視
し
て
将
来
の
日
本
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
」
と
、
日
中
関
係
の
重
要
性
を
強
調
し
、
「
政
府
が
立
場
上
で
き
な
い

と
す
れ
ば
、
誰
か
が
代
っ
て
大
陸
中
国
と
の
関
係
を
つ
な
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
で
、
古
井
は
自
ら
政
府
の

代
理
人
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。
彼
の
目
的
は
～
義
的
に
は
、
日
本
の
た
め
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界

へ
の
責
務
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
先
の
～
文
に
続
け
て
、
彼
は
「
米
ソ
関
係
が
今
日
の
如
く
な
っ
た
後
、
世
界
の
平
和
へ
の
禍
は
米
中
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関
係
に
あ
る
。
そ
の
調
節
を
図
る
役
翻
は
、
日
本
を
お
い
て
外
に
は
な
い
。
こ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
日
本
は
世
界
の
大
国
だ
な
ど
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
資
格
は
な
い
し
、
日
本
の
世
界
に
対
す
る
責
任
は
果
た
せ
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

　
古
井
が
苦
労
を
厭
わ
ず
、
L
T
・
M
T
貿
易
ル
ー
ト
を
維
持
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を
果
た
す
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
絶
対
的
目
標

は
日
中
国
交
正
常
化
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
国
交
正
常
化
に
至
る
ま
で
、
日
本
側
も
申
国
側
も
互
い
に
通
じ
る
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
を

持
っ
て
お
り
、
古
井
も
そ
の
ル
ー
ト
の
～
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
側
か
ら
見
れ
ば
、
野
党
や
民
間
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
国
交

正
常
化
の
機
運
を
醸
成
し
た
が
、
最
後
の
交
渉
相
手
は
自
民
党
政
権
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
通
じ
る
ル
ー
ト
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

古
井
及
び
彼
が
維
持
し
た
L
T
・
M
T
ル
ー
ト
の
存
在
の
意
義
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
か
ら
見
れ
ば
、
外
務
省
、
日
中
議
連
、

野
党
な
ど
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
あ
る
程
度
中
国
側
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
田
中
・
大
平
を
支
え
る
べ
き
外
務
省

の
内
部
は
、
国
交
正
常
化
に
関
す
る
意
思
統
～
が
で
き
て
お
ら
ず
、
国
交
正
常
化
を
直
接
担
当
す
べ
き
ア
ジ
ア
局
及
び
条
約
局
は
大
論
争
の
只

申
に
あ
り
、
下
部
を
統
轄
す
る
は
ず
の
法
眼
晋
作
外
務
次
官
は
国
交
正
常
化
そ
れ
自
体
に
消
極
的
で
あ
っ
た
た
め
、
外
務
省
は
国
交
正
常
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

交
渉
過
程
に
お
い
て
有
効
な
対
応
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
七
〇
年
一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
「
日
中
国
交
回
復
議
員
連
盟
」
は
超
党
派

有
志
の
集
合
体
で
、
メ
ン
バ
ー
相
互
の
思
惑
も
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
田
中
・
大
平
に
有
効
な
働
き
か
け
が
で
き
な
か
っ
た
。
社
会
党
の
佐
々

木
元
委
員
長
や
公
明
党
の
竹
入
委
員
長
が
日
中
復
交
に
関
す
る
中
国
側
の
考
え
方
を
日
本
側
に
伝
え
、
田
中
の
訪
中
決
意
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響

を
与
え
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
田
中
内
閣
は
、
日
中
復
交
が
社
会
党
や
公
明
党
な
ど
の
先
導
に
よ
り
、
野
党
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
と
の
印
象
を
与
え
な
い
た
め
に
、
小
坂
訪
中
団
を
派
遣
す
る
な
ど
、
あ
く
ま
で
野
党
が
政
策
決
定
に
加
わ
る
こ
と
に
拒
否
的
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
田
中
内
閣
は
最
初
日
中
覚
書
事
務
所
を
通
じ
て
、
国
交
正
常
化
交
渉
を
行
な
お
う
と
し
た
が
、
秘
密
を
守
る
た

め
に
こ
れ
を
止
め
、
代
わ
り
に
覚
書
貿
易
の
功
労
者
で
あ
り
、
大
平
と
も
親
交
の
あ
る
古
井
を
使
っ
て
、
国
交
正
常
化
に
関
す
る
中
国
側
と
の

折
衝
を
行
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
側
の
最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
な
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
本
素
案
の
作
成
段
階
に
お
い
て
も
、
古

井
は
終
始
大
平
外
相
と
話
し
合
っ
て
お
り
、
一
週
間
に
一
面
ぐ
ら
い
ず
つ
、
徹
底
的
に
意
見
を
交
換
し
あ
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
古
井
が
知
恵
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と
案
を
出
し
、
大
平
が
こ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
綿
密
に
検
討
し
、
そ
の
あ
と
持
ち
寄
っ
て
結
論
を
出
す
と
い
う
形
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
古

井
は
日
貸
共
同
声
明
の
作
成
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
、
日
本
政
府
の
方
向
を
誤
り
の
な
い
よ
う
舵
取
り
、
中
国
側
素
案
と
の
す
り
合
わ
せ
の
交
渉

も
行
な
っ
た
。
古
井
自
身
は
、
自
分
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
「
こ
の
よ
う
な
経
過
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
側
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
成
案

に
つ
い
て
は
、
功
罪
と
も
一
半
は
私
が
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
も
し
私
に
何
ら
か
の
貢
献
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

最
終
段
階
に
お
け
る
北
京
で
の
一
幕
よ
り
も
、
そ
の
前
に
お
け
る
協
力
で
あ
っ
た
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
古
井
が
尽
力
し
た
日
中
覚
書
貿
易
そ
の
も
の
は
、
七
三
年
朱
を
も
っ
て
終
止
符
を
打
ち
、
政
府
間
貿
易
に
移
行
し
た
。
覚
書
貿
易
交
渉
の
各

ス
テ
ッ
プ
は
、
一
面
で
日
中
国
交
打
開
の
た
め
の
地
な
ら
し
的
役
割
を
も
っ
て
い
た
。
交
渉
の
衝
に
あ
た
っ
た
古
井
は
、
日
中
双
方
か
ら
の
圧

力
で
非
常
な
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
が
て
日
中
関
係
改
善
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
不
動
の
地
位
を
築
き
、
国
交
正
常
化

交
渉
に
お
い
て
も
大
き
な
功
績
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

　
後
年
、
古
井
は
日
中
関
係
の
改
善
の
た
め
に
歩
ん
で
き
た
険
し
い
道
の
り
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
私
自
身
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
十
八
年
間
の
中
で
、
最
も
時
間
が
か
か
り
、
神
経
を
使
っ
て
き
た
戦
後
問
題
を
処
理
す
る
中
で
、
一
番
大
変
だ
っ
た
の

　
　
が
日
中
関
係
問
題
で
し
た
。
特
に
、
覚
書
貿
易
を
漕
ぎ
着
け
る
ま
で
が
大
変
で
し
た
ね
。
…
…
日
中
両
国
の
板
挟
み
に
あ
っ
て
実
に
進
退
道
な
し
と
い
う
よ

　
う
な
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
に
は
、
日
中
国
交
正
常
化
実
現
と
い
う
大
き
な
目
標
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
ど
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
な
攻
撃
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
今
日
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
」
。

　
①
添
谷
芳
秀
前
掲
書
、
一
八
七
頁
、
二
四
八
一
二
四
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
出
版
会
、
～
九
七
五
年
）
四
～
二
八
頁
、
同
「
は
た
し
て
外
務
省
は
変
っ
た
か
」

②
『
山
陰
評
論
臨
一
九
六
〇
年
三
月
号
。
古
井
喜
実
「
世
界
を
見
て
思
う
」
『
政
界

　
第
九
年
、
厚
生
行
政
を
背
負
う
』
（
　
九
六
皿
年
）
一
五
～
一
六
頁
。

③
『
国
民
』
（
財
団
法
人
社
会
教
育
協
会
）
昭
和
三
九
年
四
月
号
。

④
　

『
由
川
陰
評
払
嘱
』
　
～
九
⊥
ハ
五
年
　
一
一
日
β
打
継
Q

⑤
「
最
近
の
中
国
」
魍
薪
政
経
』
昭
三
九
年
六
月
。

⑥
外
務
省
内
部
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
永
野
信
利
『
外
務
省
研
究
触
（
サ
イ
マ
ル

　
（
『
中
央
公
論
瞼
　
一
九
七
二
年
～
　
月
号
）
な
ど
が
詳
し
い
。

⑦
例
え
ば
、
竹
入
は
門
竹
入
メ
モ
」
を
田
中
に
提
示
し
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の

　
見
解
を
求
め
た
が
、
政
府
か
ら
の
反
応
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
竹
入
は
棉

　
妾
不
満
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
坂
訪
中
団
に
対
し
て
も
、
「
古
井
、
田
川
氏
ら
従

　
来
か
ら
日
中
打
開
に
苦
労
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
田
中
訪
中
の
下
準
備
を
や
る
な

　
ら
結
構
だ
が
、
党
の
正
常
化
協
議
会
の
よ
う
な
、
に
わ
か
理
解
者
が
田
中
訪
中
の
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“
橋
渡
し
”
的
ゼ
ス
チ
ュ
ア
を
す
る
こ
と
は
、
党
略
的
な
意
図
が
隠
さ
れ
て
い

　
る
」
と
し
て
、
自
民
党
の
代
表
団
を
田
無
訪
中
の
先
遣
隊
と
し
て
北
京
に
派
遣
す

　
る
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
田
川
日
記
』
三
五
三
頁
）
。

⑧
古
井
前
掲
「
日
中
国
交
正
常
化
の
秘
話
」
。

⑨
最
後
の
覚
書
貿
易
取
り
決
め
が
北
京
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
の
は
、
国
交
正
常

　
化
か
ら
ち
ょ
う
ど
｝
ヶ
月
後
の
一
九
七
二
年
一
〇
月
二
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
そ
の
一
ヶ
月
後
に
は
経
済
界
と
通
産
雀
が
設
立
資
金
を
折
半
し
て
B
中
経

　
済
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
七
三
年
へ
月
に
日
中
経
済
協
会
と
通
産
省
が
合
同
代
表

　
団
を
中
国
に
派
遣
し
た
際
に
、
中
国
郷
は
同
協
会
を
覚
書
貿
易
事
務
所
に
替
わ
る

　
日
本
側
の
窓
口
組
織
と
し
て
認
知
し
た
。
こ
う
し
て
、
L
T
／
覚
書
貿
易
の
推
進

　
者
、
継
織
は
、
日
中
経
済
協
会
に
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
L
T
／
覚
書

　
貿
易
訪
中
代
表
団
に
毎
年
の
よ
う
に
参
加
を
し
て
き
た
田
川
誠
一
や
古
井
喜
実
な

　
ど
の
自
民
党
政
治
家
は
、
国
交
正
常
化
で
彼
ら
の
使
命
は
一
応
果
た
さ
れ
た
と
の

　
考
え
か
ら
、
そ
の
後
の
日
中
貿
易
か
ら
身
を
引
い
て
い
っ
た
（
西
谷
芳
秀
前
掲
轡
、

　
二
三
九
頁
、
二
四
三
頁
）
。

⑩
王
泰
平
著
・
青
木
麗
子
訳
前
掲
書
、
一
〇
六
頁
。

（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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Furui　Yoshimi　and　the　Normalization　of　Sino－Japanese　Diplomatic　Relations：

　　　Examir｝ing　the　NormaHzation　of　Sino－Japanese　Diplomatic　Relations

　　　　　　　　　　　　through　the　Conimuation　of　the　LTIMT　Trade

by

Lu　Xueying

　　Nthough　a　gr’eat　deal　of　research　has　been　done　on　the　normatization　of　Sino－

Japanese　diplomatic　re｝ations，　most　has　emphasized　the　decision－ma｝dng　process

wlthin　governmen£al　circles，　and　the　role　of　the　pro－Cbinese　faction　in　the　Libera｝

Democratic　Party　（LDP），　represented　by　Furui　Yoshimi　among　others，　has　largely

been　ignored．　Some　researchers　recognized　Furui’s　commitment　to　the　normaliza－

tion　process，　but　they　failed　to　explain　in　detail　the　role　he　played　and　how　he

acted，　treating　his　activities　as　oniy　a　side　issue．　The　purpose　of　this　paper　is　to

demonstrate　the　importance　of　the　role　that　was　played　in　the　normalization　pro－

cess　of　Sino－Japanese　diplomatic　re｝ations　by　Furui，　the　central　figure　of　the　pro－

Chinese　faction，　in　byinging　Tanaka　Kakuei　aRd　Ohira　Masayoshi　together　with　the

Chnese　side　and　as　a　backstage　negotiator．　The　second　purpose　of　this　paper　is

to　attempt　to　present　a　full　picture　of　the　role　carried　out　by　the　pro－Chinese　fac－

tion　in　the　LDP，　represented　by　Furui　Yoshimi　and　otheys，　and　to　rethink　its　posi－

tion　wi魎n崩e　party．

　　Negotiations　over　Sino－Japanese　MT　ts”ade　continued　on　a　rocky　course　after

1968，　but　Furui　was　determined　to　sustain　this　trade　route　in　order　to　use　it　in

the　normalization　of　Sino－Japanese　diplomatic　relations　in　the　future．　ln　the　begin－

ning　of　the　1970s，　the　intemational　situatien　around　China　changed　drasticaky　and

the　momentum　for　normalization　of　diplomatic　relations　with　China　increased　in

Japan．　Under馳ese　ch℃umstances，　the　pyo－Chinese　faction　in　LDP，　hlclud血g　Furui

Yoshimi　and　Tagawa　Seitchi，　mediated　actively　between　powerful　figures　in　the

LDP　like　Ohira　Masayoshi　and　Mihi　Takeo，　and　the　Chinese　side．　After　the　forma一

£ion　of　the　Tanaka　Cabinet，　Furui　repeatedly　discussed　with　Okira　Masayoshi，　the

foreign　minister　in　the　Tanal〈a　Cabinet，　the　proposed　normalization　of　Sino－Japan

diplomatic　relations　and　how　it　would　be　timed，　and　he　also　pressed　for　the　deter－

minations　and　approval　of　Prime　Minister　Tanaka　Kakuei．　The　Tanaka　cabinet　sent

Furui，　Tagawa，　and　Matsumo£o　Shun’ichi　to　China　oR　September　9，　1972　in　order

to　finalize　arrangements　over　issues　te　be　discussed　at　the　upcorning　prime　minis一
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ters’summ童t　and　a（加stments　to　the　draft　of　their　joint　s縦ement．

Before　the　Rormatization　of　Sino－Japanese　diplomatic　relations，　there　were

several　cha㎜els　o圭co㎜｝unications　opened　beもween　Japan　and　China，　and恥細

was　merely　one　of　these．　However，　from　the　Chnese　poiRt　of　view，　although

opportunities　to　normalize　relations　with　Japan　had　been　created　thirough　private

channels　and　the　opposition　payties，　as　it　was　the　LDP　government　with　which　it

must　ultimately　negotiate，　the　Chinese　atttherities　found　it　crucial　to　sustain　those

ties．

　　This　is　why　the　ro｝e　of　Furui　and　LTmaT　Trade　was　so　important．　On　the　other

hand，　from　the　Japanese　point　of　view，　there　were　othey　channels　of　communica－

tion　with　China，　inc｝uding　the　Mmistyy　of　Foreign　Affairs，　the　Sino－Japanese　Diet

Members’　League，　and　opposition　parties．　Howevey，　the　Ministry　of　Foreign

Affairs　and　the　Sino－Japanese　Diet　Members’　League　failed　to　make　pyogress　in

the　Rormatization　of　Sino－Japan　relations．　The　Japan　Socialist　Party　and　the

Komeit6　also　played　roles　in　informing　the　Japanese　government　about　Chinese　in－

terest　in　restoring　diplomatic　relations，　and　influenced　Tanal〈a’s　decision　to　visit

China．　However，　the　Tanaka　Cabinet　wanted　to　avoid　the　impression　that　the　nor－

malizatioR　of　relations　with　China　was　carried　out　at　a　pace　dlctated　by　the　opposi－

tion，　and　finaily　refused　to　let　them　to　join　in　the　poli¢y　maldng　process．

　　Under　these　circumstances　the　Tanaka　cabinet　initially　intended　to　conduct　the

negotiations血ough癒e　S血。－Japan　MT　Trade　Othce，　but　this　idea　was　quick至y

abandoned，　as　the　secrecy　of　the　negotiations　could　not　be　insured．　lnstead，　the

Tanal〈a　cabinet　used　Furui，　who　had　｝abored　tirelessly　on　behalf　of　LTncT　trade

and　worked　closely　with　Ohira，　to　bring　about　the　negotiations　with　Chna．　ln

doing　this，　£he　final　decision　of　Japanese　side　was　made．　ln　this　manner　Furui　be－

came　deeply　comrnitted　to　issuing　a　Sino－Japanese　joint　statement　and　diligently

helped　the　Japanese　government　navigate　the　negotiations．　Consequently，　the　pro－

Chiriese　faction　in　the　LDP，　cen£ered　round　Furui，　played　an　important　yo｝e　in　the

normaSzation　process　of　Sjno－Japanese　diplomatic　relations．
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